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主な内容 秋
晴
れ
の
も
と
、
神
輿
躍
る

　

さ
わ
や
か
な
秋
晴
れ
が
広
が
っ
た
10
月
10

日
、
下
津
屋
室
城
神
社
の
秋
祭
り
が
行
わ
れ
、

太
鼓
の
音
と
と
も
に
、「
ワ
ッ
シ
ョ
イ
、
ワ
ッ

シ
ョ
イ
」
と
、
神み

こ

し輿
を
ひ
く
子
ど
も
た
ち
の
元

気
な
掛
け
声
が
響
き
わ
た
り
ま
し
た
。

（
４
～
５
ペ
ー
ジ
に
各
地
域
の
秋
祭
り
を
掲
載
）
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通
報
は
、あ
わ
て
ず
に 

落
ち
着
い
て

■�

電
話
機
の
そ
ば
に�

�

自
宅
住
所
や
目
標
の
メ
モ
を

　

自
宅
の
電
話
の
そ
ば
に
住
所
や
電
話
番

号
、
近
く
に
あ
る
大
き
な
目
標
（
学
校
、
店

舗
、
公
園
、
橋
の
名
前
、
バ
ス
停
な
ど
）
を

書
い
た
メ
モ
な
ど
を
準
備
し
て
、
い
つ
で
も

落
ち
着
い
て
１
１
９
番
通
報
が
で
き
る
よ
う

に
心
掛
け
て
く
だ
さ
い
。

■
携
帯
か
ら
の
電
話
は
…

　

携
帯
電
話
か
ら
通
報
す
る
場
合
、
近
隣
の

消
防
本
部
へ
つ
な
が
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
場
合
は
、
久
御
山
町
と
伝
え
る
と
久
御

山
町
消
防
本
部
へ
転
送
さ
れ
る
仕
組
み
に
な

っ
て
い
ま
す
。

■
車
を
運
転
中
は
…

　

車
を
運
転
中
に
通
報
す
る
場
合
は
、
安
全

な
場
所
に
一
旦
停
車
し
て
か
ら
１
１
９
番
を

し
、
災
害
場
所
の
所
在
地
、
目
標
、
氏
名
、

女
性
消
防
団
員

　

平
成
29
年
度
か
ら
入
団
し
て
い
た
だ

け
る
町
女
性
消
防
団
員
を
募
集
し
ま
す
。

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
に
、

あ
な
た
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

応
募
資
格
／
町
内
在
住
ま
た
は
在
勤

で
18
歳
以
上
の
健
康
な
女
性
（
長
期
に

わ
た
っ
て
活
動
で
き
る
50
歳
ぐ
ら
い
ま

で
の
人
）　

募
集
人
員
／
1
人
（
応
募

多
数
の
場
合
、
面
接
な
ど
で
決
定
）　

活
動
内
容
／
▽
火
災
予
防
、
地
震
防
災

な
ど
の
広
報
啓
発
▽
消
防
団
・
消
防
署

の
各
種
行
事
へ
の
参
加
▽
高
齢
者
や
障

害
者
宅
へ
の
防
火
訪
問
▽
災
害
発
生
時

に
お
け
る
被
災
者
保
護
・
救
護　

待
遇

／
報
酬
・
出
動
手
当
、
制
服
・
作
業
服

の
貸
与
、
表
彰
や
災
害
補
償
、
退
職
報

償
金
制
度
な
ど　

受
付
期
間
／
町
消
防

本
部
備
え
付
け
の
申
込
用
紙
に
必
要
事

項
を
記
入
し
、
11
月
25
日
㈮
ま
で
に
、

町
消
防
本
部
へ
提
出
。
郵
送
不
可　

問

合
せ
／
消
防
本
部

11月9日は「119番の日」

問合せ／消防本部

皆
さ
ん
は
今
ま
で
に
１
１
９
番
通
報
を
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
？　

普
段
「
私
は
あ
わ
て
な
い
で
通
報
で
き
る
か
ら
大
丈
夫
！
」
と
思
っ
て
い
て
も
、

実
際
に
目
の
前
で
火
事
が
起
き
た
り
、
家
族
が
突
然
倒
れ
て
救
急
車
を
呼
ぼ
う
と
し
た
と
き
に
、

気
が
動
転
し
て
し
ま
い
、
正
し
く
通
報
で
き
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

11
月
９
日
は
「
１
１
９
番
の
日
」
で
す
。
火
災
の
被
害
を
拡
大
さ
せ
な
い
た
め
、

傷
病
者
の
症
状
を
悪
化
さ
せ
な
い
た
め
に
、

一
秒
一
刻
を
争
う
１
１
９
番
の
通
報
に
つ
い
て
、
今
一
度
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

■�

通
報
し
た
ら
、
消
防
署
の�

�

問
い
か
け
に
答
え
て
く
だ
さ
い

　

消
火
活
動
や
救
急
・
救
助
活
動
は
一
秒
一

刻
を
争
う
時
間
と
の
勝
負
で
す
。
消
防
本

部
で
は
通
報
を
受
け
る
と
、
直
ち
に
消
防
車

や
救
急
車
を
出
動
さ
せ
ま
す
が
、
通
報
者
が

住
所
や
場
所
を
正
し
く
伝
え
る
こ
と
が
で
き

な
い
と
消
防
車
や
救
急
車
を
出
動
さ
せ
る
の

が
遅
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
こ
の
わ
ず
か
な
遅

れ
に
よ
っ
て
、
傷
病
者
の
症
状
が
悪
化
し
た

り
、
火
災
で
の
被
害
を
拡
大
さ
せ
て
し
ま
う

こ
と
も
あ
る
の
で
す
。

　

１
１
９
番
へ
通
報
す
る
と
、
消
防
職
員

が
、「
火
事
で
す
か
、
救
急
で
す
か
」
と
問
い

か
け
ま
す
。
そ
の
後
も
、「
救
急
車
が
向
か
う

場
所
は
ど
ち
ら
で
す
か
？
」
な
ど
、
必
要
な

事
柄
を
順
番
に
問
い
か
け
ま
す
の
で
、
落
ち

着
い
て
そ
れ
に
応
え
て
く
だ
さ
い
。

　

大
切
な
の
は
早
く
話
す
こ
と
で
は
な
く
、

正
し
く
伝
え
る
こ
と
で
す
。

募
集
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木
津
川
下
津
屋
地
区
で
堤
防
強
化
工
事

消
し
ま
し
ょ
う�

そ
の
火
そ
の
時�

そ
の
場
所
で

秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動

（
平
成
28
年
度
全
国
統
一
防
火
標
語
）

　

�
�

ト
ラ
ッ
キ
ン
グ
現
象
に
よ
る�

�

電
気
火
災

　

長
期
間
通
電

状
態
に
あ
る
コ

ン
セ
ン
ト
プ
ラ

グ
の
隙
間
に
ホ

コ
リ
な
ど
が
た
ま
り
、
湿
気
を
帯
び
る

こ
と
に
よ
っ
て
電
気
火
花
が
発
生
し
ま

す
。
こ
れ
を
ト
ラ
ッ
キ
ン
グ
現
象
と
い

い
ま
す
。
こ
の
現
象
が
継
続
す
る
と
発

熱
し
、
や
が
て
は
そ
こ
か
ら
発
火
に
至

り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
電
気
火
災
を
防

ぐ
ポ
イ
ン
ト
は
…
。

　

▼
差
し
込
み
プ
ラ
グ
は
、
使
用
時
以

外
は
コ
ン
セ
ン
ト
か
ら
抜
く
▼
長
時
間

差
し
た
ま
ま
の
プ
ラ
グ
な
ど
は
、
定
期

的
に
乾
い
た
布
な
ど
で
清
掃
し
、
発
熱

な
ど
の
異
常
が
あ
る
場
合
は
使
用
し
な

い
▼
コ
ン
セ
ン
ト
か
ら
プ
ラ
グ
を
抜
く

と
き
は
、
コ
ー
ド
を
持
っ
て
引
っ
張
ら

な
い
で
、
プ
ラ
グ
を
持
っ
て
抜
く
▼
プ

ラ
グ
は
、
コ
ン
セ
ン
ト
に
隙
間
な
く
し

っ
か
り
と
差
し
込
む
▼
家
具
な
ど
の
下

敷
き
に
な
っ
た
り
、
押
し
つ
け
た
り
し

て
電
源
コ
ー
ド
に
傷
を
つ
け
な
い
▼
コ

ン
ロ
の
上
方
な
ど
、
コ
ー
ド
が
加
熱
さ

れ
る
よ
う
な
場
所
で
使
用
し
な
い
▼
ビ

ニ
ー
ル
コ
ー
ド
は
、
柱
や
壁
に
釘
や
ス

テ
ッ
プ
ル
と
め
を
し
な
い
▼
延
長
コ
ー

ド
及
び
電
気
コ
ー
ド
に
は
、
使
用
で
き

る
電
気
容
量
が
あ
る
の
で
、
表
示
さ
れ

て
い
る
電
気
量
を
確
認
し
て
使
用
す
る

�

問
合
せ
／
消
防
本
部

電
話
番
号
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

　

も
し
も
、
今
い
る
場
所
や
住
所
が
分
か
ら

な
い
時
は
、
電
柱
に
書
い
て
あ
る
住
所
や
近

　
「
１
１
９
番
の
日
」
の
11
月
９
日
～
15
日

ま
で
の
７
日
間
に
わ
た
り
、
秋
季
火
災
予
防

運
動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

火
災
が
発
生
し
や
す
い
時
季
を
迎
え
る
に

あ
た
り
、「
住
宅
防
火�

い
の
ち
を
守
る�
７
つ

の
ポ
イ
ン
ト
」（
３
つ
の
習
慣
・
４
つ
の
対
策
）

で
、
住
宅
防
火
対
策
を
進
め
ま
し
ょ
う
。

�

３
つ
の
習
慣�　

　

▼
寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
や
め
る
。

 

▼�

ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
も
の
か
ら

離
れ
た
位
置
で
使
用
す
る
。

 

▼�

ガ
ス
こ
ん
ろ
な
ど
の
そ
ば
を
離
れ
る
と

き
は
、
必
ず
火
を
消
す
。

�

４
つ
の
対
策�

 

▼�

逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住
宅
用
火

災
警
報
器
を
設
置
す
る
。

 

▼�

寝
具
、
衣
類
及
び
カ
ー
テ
ン
か
ら
の
火

災
を
防
ぐ
た
め
、
防
炎
品
を
使
用
す
る
。

 

▼�

火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た
め
に
、

住
宅
用
消
火
器
な
ど
を
設
置
す
る
。

 

▼�

お
年
寄
り
や
体
の
不
自
由
な
人
を
守
る

た
め
に
、
隣
近
所
の
協
力
体
制
を
つ
く

る
。

　

国
土
交
通
省
淀
川
河
川
事
務
所
が
実
施
し
て

い
る
も
の
で
、
工
事
場
所
は
第
二
京
阪
道
路
下

流
の
下
津
屋
樋
門
か
ら
下
流
２
６
１
㍍
区
間
で

す
。

　

工
事
は
、
堤
外
（
堤
防
よ
り
河
川
側
）
の
斜

面
に
盛
土
し
て
勾
配
を
緩
や
か
に
す
る
と
と
も

に
、
芝
が
張
ら
れ
ま
す
。
堤
防
の
断
面
積
を
増

や
す
こ
と
で
、
洪
水
に
対
し
て
よ
り
崩
れ
に
く

い
堤
防
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
堤
内
（
堤
防
よ
り
住
居
側
）
で
は
、

堤
防
の
ぜ
い
弱
化
を
防
ぐ
た
め
、
堤
防
の
中
に

浸
透
し
た
水
を
集
め
て
速
や
か
に
排
水
す
る
た

め
の
対
策
工
事
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

工
期
は
今
年
９
月
に
着
手
さ
れ
、
来
年
２
月

末
ま
で
の
予
定
で
す
。

　

木
津
川
堤
防
の
強
化
工
事
が
、
久
御
山
町
域

の
下
津
屋
地
区
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

く
の
住
宅
の
表
札
に
書
い
て
あ
る
住
所
を
教

え
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
ビ
ル
や
会
社
、
店

舗
な
ど
目
標
と
な
る
大
き
な
建
物
の
名
称
な

ど
を
言
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
場
所
の
特
定

に
つ
な
が
り
ま
す
。

堤防強化工事が行われる木津川堤防下津屋地区

至
大
阪

至京都

室
城
神
社

府
営
下
津
屋
団
地木

津
川
大
橋

国
道
1
号

第
二
京
阪
道
路

府道宇治淀線

木津川

下津屋

久御山南
I.C工事箇所

怖
い
！
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▲珠
た ま き

城神社を出発する市田の神輿（10月９日）

▲「ワッショイ、ワッショイ」元気に巡行する田井の神輿（10月９日）

御旅所を出る松陽台▲と
林の神輿▼（10月９日）

▲�カラフルな花笠と神輿が繰り出した�
大藤神社の秋祭り（10月13日）

▲黄金色に染まった田の
 横を行く佐山の神輿
 （10月９日）

くみやま
フォトグ ラフ

▲

�

狩
衣
装
束
で
参
道
を
練
り
歩
く
玉
田
神
社
の�

還
幸
祭
（
10
月
10
日
）

▲

下
津
屋
の
獅
子
（
10
月
10
日
）

①神輿繰り出し、町は祭り一色
10月は五穀豊穣を祝う秋祭りの

シーズン。町内の各神社では子ども
神
み こ し

輿が繰り出し、町は祭り一色に染
まりました。
そろいの法

は っ ぴ

被にはちまき姿の子ど
もたちが「ワッショイ、ワッショイ」
の元気あふれる掛け声とともに、子
ども神輿が町内を練り歩きました。
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御旅所を出る松陽台▲と
林の神輿▼（10月９日）

▲�カラフルな花笠と神輿が繰り出した�
大藤神社の秋祭り（10月13日）

▲御牧小学校の児童と給食をともに（9月15日）

▲ホストファミリーの生徒と一緒にうちわづくり体験（9月15日）

▲久御山中学校でゲームを楽しみながら交流（9月16日）

▲お別れパーティでホスト
 ファミリーと記念写真（9月19日）

佐山小学校の運動会に
参加して児童と交流▶
（９月18日）     

②
ワ
ー
ウ
ィ
ッ
ク
校
と
友
好
の
絆

　

久
御
山
中
学
校
と
学
校
間
交
流
を
続
け
て
い
る
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
の
ワ
ー
ウ
ィ
ッ
ク
・
ス
テ
ー
ト
・
ハ
イ
ス

ク
ー
ル
（
Ｗ
・
Ｈ
・
Ｓ
）
の
生
徒
た
ち
が
９
月
14
日
来

町
し
、
20
日
ま
で
７
日
間
に
わ
た
っ
て
交
流
し
ま
し
た
。

　

両
校
の
交
流
は
平
成
５
年
か
ら
始
ま
り
、
毎
年
交
互

に
生
徒
を
派
遣
し
て
交
流
を
深
め
て
い
ま
す
。
今
回
も

Ｗ
・
Ｈ
・
Ｓ
の
生
徒
15
人
と
引
率
の
教
員
２
人
が
、
久

御
山
中
学
校
で
の
授
業
体
験
や
小
学
校
で
の
交
流
、
ホ

ー
ム
ス
テ
イ
な
ど
を
通
じ
て
友
好
の
絆
を
深
め
ま
し

た
。

★
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お
知
ら
せ
し
ま
す

町
の
財
政
状
況

　

平
成
27
年
度
の
一
般
会
計
の
決
算
額
は
歳

入
総
額
69
億
６
，１
９
８
万
円
（
１
万
円
未
満

四
捨
五
入
。
以
下
同
じ
）、
歳
出
総
額
66
億

８
，９
０
１
万
円
で
、
歳
入
か
ら
歳
出
を
差
し

引
い
た
形
式
収
支
は
２
億
７
，２
９
７
万
円

と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
形
式
収
支
に
、
翌
年
度
へ
繰
り
越
す

べ
き
財
源
（
２
，９
６
６
万
円
）
を
差
し
引
い

た
実
質
収
支
は
２
億
４
，３
３
１
万
円
の
黒

字
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
前
年
度
の
実
質

収
支
と
比
較
し
た
単
年
度
収
支
は
１
，６
７

８
万
円
の
黒
字
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
単
年
度
収
支
額
に
、
財
政
調
整
基

金
へ
の
積
立
額
・
取
り
崩
し
額
を
相
殺
し
た

実
質
的
な
収
支
は
、
２
億
円
の
黒
字
と
な
り
、�

平
成
20
年
度
か
ら
続
い
て
い
た
赤
字
か
ら
よ

う
や
く
抜
け
出
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

歳
入
・
歳
出
総
額
を
前
年
度
と
比
べ
る
と
、

歳
入
で
２
億
４
８
８
万
円
（
3.0
％
）、
歳
出

平
成
27
年
度
の
久
御
山
町
の
決
算
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

一
般
会
計
の
実
質
単
年
度
収
支
は
２
億
円
の
黒
字
と
な
り
、
７
年
連
続
し
て
い
た
赤
字
か
ら
抜

け
出
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
が
、
町
税
の
減
収
な
ど
、
依
然
予
断
を
許
さ
な
い
財
政
状
況
に
あ

り
、
今
後
と
も
適
切
な
財
政
運
営
に
努
め
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

平
成
27
年
度
決
算
の
概
要

　

歳
入
の
柱
と
な
る
町
税
は
、
地
方
税
法

の
改
正
に
よ
る
法
人
税
割
税
率
が
下
が
っ

た
こ
と
な
ど
に
よ
り
前
年
度
比
５
，９
７
８�

万
円
（
1.3
％
）
減
の
45
億
５
，２
９
５
万
円�

（
歳
入
全
体
の
65
・
４
％
）
と
な
り
ま
し
た
。

　

地
方
消
費
税
交
付
金
は
消
費
税
率
の
引
き

上
げ
に
よ
り
、
40
・
６
％
増
の
５
億
３
，７
９

２
万
円
（
同
7.7
％
）、
国
庫
支
出
金
も
通
知
カ

ー
ド
・
個
人
番
号
カ
ー
ド
関
連
事
務
委
任

交
付
金
な
ど
の
増
に
よ
り
8.2
％
増
の
４
億�

８
，８
４
６
万
円
（
同
7.0
％
）
と
な
り
ま
し
た
が
、

府
支
出
金
は
6.2
％
減
少
し
、
４
億
１
，５
５
１

万
円
（
同
6.0
％
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。
前
年

度
ま
で
直
接
基
金
に
編
入
し
て
い
た
決
算
剰

余
金
を
、
27
年
度
は
繰
越
金
と
し
て
歳
入
し

で
１
億
６
，６
４
９
万
円
（
2.6
％
）
そ
れ
ぞ

れ
増
加
し
て
い
ま
す
。

た
た
め
、
繰
越
金
は
前
年
度
比
２
４
３
・
３�

％
増
の
２
億
３
，４
５
８
万
円
（
同
3.4
％
）
と

な
り
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
歳
入
の
増
加
に
よ
り
、
基
金
及�

び
特
別
会
計
か
ら
の
繰
入
金
は
、
前
年
度
比

２
億
７
５
２
万
円
（
71
・
５
％
）
減
の
８
，２

５
３
万
円
と
な
り
ま
し
た
。（
表
②
）

　

毎
年
必
ず
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
経

費
を
義
務
的
経
費
と
い
い
、
人
件
費
、
扶
助

費
、
公
債
費
が
あ
り
ま
す
。
人
件
費
は
、

前
年
度
比
0.3
％
増
の
18
億
９
１
６
万
円
（
歳

出
全
体
の
27
・
０
％
）、
児
童
手
当
や
障
害
者

支
援
事
業
な
ど
の
扶
助
費
は
1.9
％
減
の
９
億

２
，５
０
７
万
円
（
同
13
・
９
％
）、
町
の
借

金
返
済
で
あ
る
公
債
費
は
14
・
７
％
減
少
し

４
億
７
，３
０
１
万
円
（
同
7.1
％
）
と
な
り

ま
し
た
。
義
務
的
経
費
全
体
で
32
億
７
２
４

万
円
（
同
48
・
０
％
）
で
前
年
度
よ
り
９
，４

町
税
は
1.3
％
減
歳
入

普
通
建
設
事
業
費
は

81
・
３
％
増
歳
出

※�
平
成
27
年
度
一
般
会
計
を
は
じ
め
各
会
計
決
算
は
、
現
在
町
議
会
で
審
議

さ
れ
て
い
ま
す
。

実
質
単
年
度
収
支
、
８
年
ぶ
り
黒
字
に
一
般
会
計

表①　会計別決算額
会計名 歳入総額 歳出総額 差引額

一般会計 69億6,198万円 66億8,901万円 2億7,297万円

特
別
会
計

国民健康保険 25億   111万円 24億7,864万円 2,247万円

三郷山財産区 3,204万円 3,161万円 43万円

公共下水道事業 8億3,627万円 8億2,478万円 1,149万円

介護保険 12億3,688万円 11億7,571万円 6,117万円

後期高齢者医療 1億9,216万円 1億9,036万円 180万円

水道事業（収益的収支） 5億2,586万円 5億1,639万円 947万円

て
い
ま
す
が
、
依
然
高
い
数
値
に
あ
り
、
財

政
に
ゆ
と
り
が
あ
る
と
は
言
え
ま
せ
ん
。
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４
７
万
円
、
2.9
％
減
少
し
ま
し
た
。

　

一
方
、
道
路
や
施
設
の
整
備
な
ど
に
充
て

る
普
通
建
設
事
業
費
は
、
宮
ノ
後
・
北
畑
線

舗
装
改
良
工
事
や
山
田
家
住
宅
保
存
修
理
工

事
な
ど
に
よ
り
前
年
度
比
81
・
３
％
増
の
２

億
５
，９
４
９
万
円
（
同
3.9
％
）
と
な
っ
て

い
ま
す
。（
表
③
）

度
よ
り
21
・
６
％
増
え
て
い
ま
す
。
道
路
や

公
園
整
備
な
ど
の
土
木
費
も
前
年
度
比
9.4
％

増
の
６
億
３
，１
８
２
万
円
（
同
9.4
％
）、
教
育

費
は
、
小
学
校
施
設
改
修
、
久
御
山
中
学
校

蓄
電
設
備
設
置
工
事
、
山
田
家
住
宅
保
存
修�

理
工
事
な
ど
に
よ
り
8.4
％
増
の
９
億
３
，８
１

１
万
円
（
同
14
・
０
％
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

総
務
費
・
土
木
費
な
ど
増
え
る

　

歳
出
を
款
別
（
目
的
別
）
に
み
る
と
、
最

も
多
い
の
が
、
高
齢
者
や
児
童
・
障
害
者
福

祉
な
ど
の
民
生
費
で
21
億
４
，０
４
５
万
円
、�

歳
出
全
体
の
32
％
を
占
め
て
い
ま
す
。
次
い

で
、
総
務
費
の
11
億
７
，７
０
４
万
円
（
同

17
・
６
％
）
で
、
固
定
資
産
台
帳
整
備
業
務
や

町
税
過
誤
納
還
付
金
の
増
な
ど
に
よ
り
前
年

一
つ
に
「
経
常
収
支
比
率
」
が
あ
り
ま
す
。こ

れ
は
、
町
税
な
ど
毎
年
経
常
的
に
入
る
お
金

に
対
し
て
、
人
件
費
や
扶
助
費
、
公
債
費
な

ど
、
毎
年
必
ず
支
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

お
金
が
占
め
て
い
る
割
合
の
こ
と
で
す
。こ
の

割
合
が
高
い
ほ
ど
、
自
由
に
使
っ
た
り
、
貯

金
す
る
お
金
に
余
裕
が
な
く
、
財
政
状
況
が

硬
直
化
し
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

グ
ラ
フ
①
は
、
過
去
11
年
間
の
経
常
収

支
比
率
の
推
移
で
す
。
27
年
度
は
89
・
９
％

で
、
24
年
度
を
ピ
ー
ク
に
３
年
連
続
下
が
っ

　

財
政
状
況
を
分
析
す
る
「
モ
ノ
サ
シ
」
の

経
常
収
支
比
率
、

３
年
連
続
回
復
し
た
も
の
の
…

こ
の
よ
う
に
使
い
ま
し
た

一
般
会
計
歳
出 

主
な
内
容

　
　
　
（　

）
は
歳
出
総
額
に
占
め
る
割
合

議
会
費　

１
億
３
，２
７
８
万
円
（
2.0
％
）

　

議
員
報
酬
や
「
議
会
だ
よ
り
」
の
発
行
な
ど

総
務
費　

11
億
７
，７
０
４
万
円
（
17
・
６
％
）

　

庁
舎
の
維
持
管
理
、
電
算
シ
ス
テ
ム
運
用

管
理
、
自
治
会
活
動
の
支
援
、
総
合
計
画
の

策
定
、
広
報
く
み
や
ま
・
町
民
カ
レ
ン
ダ
ー

発
行
な
ど

民
生
費　

21
億
４
，０
４
５
万
円
（
32
・
０
％
）

　

障
害
者
自
立
支
援
事
業
、
地
域
生
活
支
援

事
業
、
社
会
福
祉
協
議
会
運
営
支
援
、
子
育

て
支
援
医
療
費
の
助
成
、
福
祉
医
療
費
・
老

人
医
療
費
等
助
成
、
母
子
療
育
教
室
の
運

営
、
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
、
児
童

手
当
、
保
育
所
の
運
営
な
ど

衛
生
費　

４
億
８
，７
３
３
万
円
（
7.3
％
）

　

妊
産
婦
健
康
診
査
な
ど
妊
産
婦
支
援
、
乳

幼
児
健
康
診
査
、
予
防
接
種
、
が
ん
検
診
、

城
南
衛
生
管
理
組
合
負
担
金
、
再
生
資
源
集

団
回
収
補
助
な
ど
家
庭
ご
み
の
減
量
推
進
な
ど

労
働
費　

５
５
３
万
円
（
0.1
％
）

　

城
南
地
域
職
業
訓
練
協
会
補
助
な
ど

農
林
水
産
業
費　

１
億
４
，６
７
５
万
円
（
2.2
％
）

　

久
御
山
ブ
ラ
ン
ド
の
推
進
、
農
産
物
直
売

所
運
営
補
助
、
産
地
確
立
対
策
事
業
補
助
、

表②　一般会計歳入決算額の前年度比較（▲は減）

内　訳 平成27年度 平成26年度
比　較

増減額 増減率
町税 45億5,295万円 46億1,273万円 ▲5,978万円 ▲1.3%
地方消費税交付金 5億3,792万円 3億8,265万円 1億5,527万円 40.6%
国庫支出金 4億8,846万円 4億5,142万円 3,704万円 8.2%
府支出金 4億1,551万円 4億4,289万円 ▲2,738万円 ▲6.2%
繰越金 2億3,458万円 6,833万円 1億6,625万円 243.3%
諸収入 1億7,665万円 1億5,747万円 1,918万円 12.2%
使用料及び手数料 9,782万円 9,352万円 430万円 4.6%
町債 9,570万円 1,930万円 7,640万円 395.9%
繰入金 8,253万円 2億9,005万円 ▲2億   752万円 ▲71.5%
分担金及び負担金 6,987万円 7,249万円 ▲262万円 ▲3.6%
地方譲与税 5,108万円 4,886万円 222万円 4.5%
財産収入 5,013万円 1,855万円 3,158万円 170.2%
その他 1億   878万円 9,884万円 994万円 10.1%

合　計 69億6,198万円 67億5,710万円 2億   488万円 3.0%

表③　一般会計性質別歳出決算額の前年度比較(▲は減）

区　分
平成27年度 平成26年度 対前年度比
決算額 構成比 決算額 構成比 増減額 増減率

義
務
的
経
費

人件費 18億   916万円 27.0% 18億   431万円 27.7% 485万円 0.3%
扶助費 9億2,507万円 13.9% 9億4,274万円 14.4% ▲1,767万円 ▲1.9%
公債費 4億7,301万円 7.1% 5億5,466万円 8.5% ▲8,165万円 ▲14.7%
小計 32億   724万円 48.0% 33億   171万円 50.6% ▲9,447万円 ▲2.9%

物件費 13億5,815万円 20.3% 13億2,314万円 20.3% 3,501万円 2.6%
補助費等 7億   888万円 10.6% 7億   822万円 10.8% 66万円 0.1%
普通建設事業費 2億5,949万円 3.9% 1億4,309万円 2.2% 1億1,640万円 81.3%
積立金 2億   226万円 3.0% 1,751万円 0.3% 1億8,475万円 1055.1%
繰出金 8億   352万円 12.0% 8億3,909万円 12.9% ▲3,556万円 ▲4.2%
その他 1億4,947万円 2.2% 1億8,976万円 2.9% ▲4,029万円 ▲21.2%
合　計 66億8,901万円 100.0% 65億2,252万円 100.0% 1億6,649万円 2.6%

98
96
94
92
90
88
86
84
82
80

グラフ①　経常収支比率の推移　

平成
17年
度
18年
度
19年
度
20年
度
21年
度
22年
度
23年
度
24年
度
25年
度
26年
度
27年
度

90.9
89.8

85.7

89.3

93.4

95.1

94.7
95.8

93.0
91.7

89.9

（
８
ペ
ー
ジ
に
続
く
）

て
い
ま
す
が
、
依
然
高
い
数
値
に
あ
り
、
財

政
に
ゆ
と
り
が
あ
る
と
は
言
え
ま
せ
ん
。

％
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巨
椋
池
地
区
国
営
附
帯
府
営
農
地
防
災
事
業

負
担
金
な
ど

商
工
費　

２
億
１
，１
５
４
万
円
（
3.2
％
）

　

中
小
企
業
者
資
金
低
利
融
資
、
商
工
会
運�

営
補
助
、
ま
ち
の
駅
施
設
運
営
・
維
持
管
理
、

交
流
促
進
事
業
、
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
の
発

行
な
ど

土
木
費　

６
億
３
，１
８
２
万
円
（
9.4
％
）

　

場
外
１
号
線
自
歩
道
な
ど
道
路
の
整
備
改

良
、
東
一
口
２
号
線
な
ど
排
水
路
整
備
、
東

一
口
北
公
園
整
備
、
巡
回
バ
ス
（
の
っ
て
こ

バ
ス
）
の
運
行
経
費
な
ど

消
防
費　

３
億
４
，４
６
５
万
円
（
5.1
％
）

　

消
防
機
械
器
具
の
整
備
、
消
防
団
消
防
操

法
訓
練
経
費
、
コ
ン
ビ
ニ
へ
の
Ａ
Ｅ
Ｄ
設
置

な
ど

教
育
費　

９
億
３
，８
１
１
万
円
（
14
・
０
％
）

　

久
御
山
中
学
校
蓄
電
設
備
設
置
工
事
、
小

・
中
学
校
外
国
語
指
導
助
手
の
配
置
、
学

級
費
や
校
外
活
動
費
な
ど
保
護
者
負
担
の
軽

減
、
少
人
数
指
導
な
ど
小
・
中
学
校
学
力
向

上
対
策
、
幼
稚
園
の
運
営
、
山
田
家
住
宅
修

理
工
事
、
図
書
館
運
営
な
ど

公
債
費　

４
億
７
，３
０
１
万
円
（
7.1
％
）

　

こ
れ
ま
で
に
借
り
入
れ
た
地
方
債
の
元
利

償
還

国
保
の
療
養
給
付
費
等 

10
年
前
の
1.8
倍
に

特
別
会
計

　

一
般
会
計
が
、
教
育
や
福
祉
、
土
木
な
ど

基
本
的
・
全
体
的
な
経
費
を
管
理
す
る
会
計

で
あ
る
の
対
し
て
、
特
別
会
計
は
、
国
民
健

康
保
険
や
上
下
水
道
な
ど
特
別
な
事
業
の
収

支
を
明
確
に
す
る
た
め
、
一
般
会
計
と
は
別

に
管
理
す
る
会
計
で
す
。

　

久
御
山
町
に
は
、
５
つ
の
特
別
会
計
と
公

営
企
業
の
水
道
会
計
が
あ
り
ま
す
。

■
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

　

年
度
末
の
被
保
険
者
数
は
４
，８
８
９
人

で
、
人
口
に
占
め
る
加
入
割
合
は
30
・
０
％

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

歳
入
決
算
額
は
25
億
１
１
１
万
円
で
前
年

度
比
３
億
７
，７
４
６
万
円
（
17
・
８
％
）
の

増
、
歳
出
は
24
億
７
，８
６
４
万
円
で
３
億

３
，６
０
０
万
円
（
同
15
・
７
％
）
の
増
と

な
り
、
差
引
２
，２
４
７
万
円
の
黒
字
と
な

り
ま
し
た
（
一
般
会
計
か
ら
の
法
定
外
繰
入

５
，３
７
２
万
円
を
含
む
）。

　

加
入
者
１
人
当
た
り
の
療
養
給
付
費
等

は
25
万
６
，５
６
８
円
で
、
前
年
度
に
比
べ

９
，８
１
０
円
（
4.0
％
）
増
加
し
て
い
ま

す
。10
年
前
と
比
べ
る
と
11
万
３
，９
８
５
円

の
増
、
約
1.8
倍
の
費
用
で
、
増
加
の
一
途
を

た
ど
っ
て
お
り
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の

普
及
啓
発
な
ど
に
よ
る
医
療
費
の
適
正
化
な

ど
、
健
全
で
安
定
し
た
運
営
に
努
め
て
い
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。

■
三
郷
山
財
産
区
特
別
会
計

　

宇
治
市
、
城
陽
市
、
宇
治
田
原
町
に
囲
ま

れ
た
山
間
に
あ
る
三
郷
山
財
産
区
を
維
持
管

理
す
る
会
計
で
す
。

　

歳
入
は
、
府
民
ス
ポ
ー
ツ
広
場
や
一
般
廃

棄
物
最
終
処
分
場
の
賃
借
料
、
基
金
繰
入
金

な
ど
で
す
。

　

歳
出
で
は
、
文
化
財
保
護
事
業
と
し
て
、

財
産
区
区
域
内
の
雙
栗
神
社
拝
殿
保
存
修
理

を
行
う
た
め
、
一
般
会
計
に
２
，７
１
３
万

円
を
繰
り
出
し
ま
し
た
。
財
産
区
基
金
積
立

金
は
４
２
８
万
円
を
積
み
立
て
ま
し
た
。

■
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計

　

引
き
続
き
、
東
一
口
地
区
等
の
枝
線
管

き
ょ
敷
設
を
進
め
、
延
長
６
４
６
㍍
の
下
水

道
管
を
敷
設
し
ま
し
た
。
年
度
末
の
管
き
ょ

延
長
は
92
・
８
㌔
㍍
、
全
体
計
画
に
対
す
る

面
整
備
率
は
95
・
８
％
と
な
り
ま
し
た
。

　

歳
入
の
主
な
も
の
は
、
下
水
道
使
用
料

な
ど
使
用
料
及
び
手
数
料
で
５
億
６
，０
４

９
万
円
、
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
が
２

億
１
，０
５
８
万
円
な
ど
で
す
。
一
方
歳
出

は
、
管
理
運
営
経
費
で
あ
る
一
般
管
理
費
が

３
億
３
，７
２
９
万
円
、
下
水
道
築
造
費
は

１
億
２
２
８
万
円
、
借
金
の
返
済
に
充
て
る

公
債
費
が
３
億
８
，５
２
２
万
円
で
す
。

■
介
護
保
険
特
別
会
計

　

年
度
末
の
65
歳
以
上
の
第
１
号
被
保
険
者

は
４
，６
８
３
人
で
、
内
訳
は
74
歳
ま
で
の

前
期
高
齢
者
が
２
，７
６
０
人
（
全
体
の
58

・
９
％
）、
75
歳
以
上
の
後
期
高
齢
者
が
１
，

９
２
３
人
（
同
41
・
１
％
）
と
な
っ
て
い
ま

す
。こ
の
う
ち
、
17
・
２
％
に
あ
た
る
８
０
５

人
（
前
年
度
比
28
人
増
）
が
介
護
認
定
を
受

け
て
い
ま
す
。
内
訳
は
要
支
援
（
１
、
２
）

が
２
６
２
人
、
要
介
護
（
１
～
５
）
が
５
４

３
人
で
す
。

　

27
年
度
の
保
険
給
付
費
は
10
億
７
，９
１

５
万
円
で
前
年
度
比
４
，０
１
７
万
円
（
3.9

％
）
増
加
し
て
い
ま
す
。

■
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
は
、
都
道
府
県
を

単
位
と
す
る
広
域
連
合
が
運
営
主
体
と
な
っ

て
賦
課
や
医
療
給
付
な
ど
の
業
務
を
行
い
、

市
町
村
が
申
請
・
徴
収
な
ど
の
窓
口
業
務
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
27
年
度
の
被
保
険
者
数
は
１
，８
４

８
人
で
、
前
年
度
よ
り
72
人
増
加
し
ま
し
た
。

■
水
道
事
業
会
計

　

年
度
末
の
給
水
人
口
は
１
万
６
，３
０
６

人
、
給
水
世
帯
数
は
６
，８
７
０
世
帯
で
、

前
年
度
よ
り
68
世
帯
増
え
て
い
ま
す
。

　

年
間
総
配
水
量
は
２
９
０
万
１
，８
４
７
㎥

で
、
前
年
度
と
比
べ
２
万
５
，２
５
４
㎥
（
0.9

％
）
減
っ
て
い
ま
す
。

　

27
年
度
は
、
佐
山
地
域
で
配
水
管
敷
設

や
、
栄
２
丁
目
の
配
水
管
布
設
替
、
東
一
口

配
水
管
移
設
工
事
な
ど
を
実
施
し
ま
し
た
。

グラフ②　一般会計歳出目的別内訳

総務費
11億7,704万円

17.6%

民生費
21億4,045万円
 32.0%

衛生費
4億8,733万円

7.3%

労働費
553万円
0.1%

農林水産業費
 1億4,675万円

2.2%

商工費
2億1,154万円

3.2%

土木費
6億3,182万円

9.4%

消防費
3億4,465万円

5.1%

公債費　4億7,301万円
7.1%

教育費
9億3,811万円
 14.0%

議会費
1億3,278万円

2.0%



9 まちの総合情報誌  広報  くみやま 平成28年11月1日

久

御山学園

ニュース
②

自
己
肯
定
感
の
育
成
を
教
育
の
基
盤
に

　

久
御
山
学
園
で�

は
、「
学
力
向
上
部
」

「
心
の
教
育
部
」

な
く
、
友
達
と
の
意
見
交
流
を
通
し
て
自
分

の
考
え
を
深
め
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

【
学
ぶ
た
め
の
環
境
づ
く
り
と
は
】

　

児
童
・
生
徒
が
集
中
し
て
学
べ
る
教
室
な

ど
の
環
境
や
人
間
関
係
づ
く
り
を
い
い
ま

す
。

【
自
己
肯
定
感
と
は
】

　
「
自
分
は
大
切
な
存
在
だ
」
と
感
じ
る
な

ど
、
自
分
の
こ
と
を
肯
定
す
る
感
情
の
こ
と

で
す
。

　

子
ど
も
達
が
学
び
に
向
か
う
た
め
に

は
、「
人
の
役
に
立
っ
た
、
人
か
ら
感
謝
さ
れ

た
、
人
か
ら
認
め
ら
れ
た
」
と
い
う
経
験
を

通
し
、
自
信
を
持
つ
こ
と
が
大
切
で
す
。
久

御
山
学
園
で
は
、
自
己
肯
定
感
の
育
成
を

「
教
育
の
基
盤
」
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
学
び
を
繰
り
返
し
て
育
っ
た

子
ど
も
達
は
、
ど
ん
な
出
来
事
に
出
合
っ
て

も
主
体
的
に
判
断
し
、
自
分
の
考
え
な
ど
を

明
確
に
説
明
す
る
こ
と
や
、
対
話
を
通
じ
て

相
手
の
考
え
を
理
解
し
た
り
、
自
分
の
考
え

方
を
広
げ
た
り
す
る
力
、
人
々
と
協
働
す
る

力
を
獲
得
し
ま
す
。
久
御
山
学
園
で
学
ん
だ

子
ど
も
た
ち
が
立
派
な
大
人
へ
と
育
っ
て
く

れ
る
よ
う
、
久
御
山
学
園
の
学
習
ス
タ
ン
ダ

ー
ド
化
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

▲ 昼読書の時間に本を読む児童たち

て
、
町
内
の
小
・
中
学
校
、
幼
稚
園
・
保
育

所
で
、
家
庭
学
習
や
読
書
活
動
な
ど
に
取
り

組
む
週
間
と
し
て
設
定
し
て
い
ま
す
。

【
小
中
学
校
・
幼
稚
園
・
保
育
所
で
】　

　

自
主
的
に
読
書
や
家
庭
学
習
、
テ
ス
ト
勉

強
、
授
業
の
予
習
復
習
に
取
り
組
め
る
よ
う

に
し
ま
す
。
中
学
校
で
は
「
定
期
テ
ス
ト
」

に
向
け
、
計
画
的
に
勉
強
に
取
り
組
み
ま
す
。

【
各
家
庭
で
】

　

テ
レ
ビ
や
ゲ
ー
ム
、
ス
マ
ホ
の
使
用
を
控

え
、
子
ど
も
た
ち
の
学
習
や
読
書
に
取
り
組

む
雰
囲
気
作
り
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

　

子
ど
も
た
ち
の
頑
張
り
を
認
め
、
子
ど
も

た
ち
を
ほ
め
て
、
励
ま
し
ま
し
ょ
う
。

意
欲
的
に
学
ぶ
児
童
を
佐
山
小
学
校

「
生
活
・
健
康
部
」「
総
務
部
」
の
４
つ
の
専�

門
部
を
設
け
、「
言
語
力
」「
自
己
指
導
能
力
」

と
い
う
学
園
と
し
て
育
て
た
い
力
の
育
成
を

図
っ
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
学
力
向
上
部
の

活
動
目
標
を
紹
介
し
ま
す
。

■
学
力
向
上
部
の
目
標

　

久
御
山
学
園
学
習
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
に
基
づ

い
た
、
主
体
的
・
協
働
的
な
授
業
ス
タ
イ
ル

の
構
築
及
び
実
践
を
通
し
て
、
学
ぶ
た
め
の

環
境
づ
く
り
と
自
己
肯
定
感
の
育
成
を
目
標

と
し
て
い
ま
す
。

【
学
習
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
と
は
】

　

全
て
の
教
科
を
〝
同
じ
流
れ
”
で
行
う
授

業
の
形
の
こ
と
で
、
全
て
の
授
業
で
活
用
す

る
こ
と
に
よ
り
、
小
・
中
学
校
と
も
同
じ
流

れ
の
授
業
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
う

す
る
こ
と
で
、
小
・
中
学
校
間
に
起
こ
る
学

び
方
の
違
い
を
解
消
し
た
9
年
間
の
連
続
し

た
学
習
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

【
主
体
的
・
協
働
的
な
授
業
ス
タ
イ
ル
と
は
】

　

児
童
・
生
徒
が
「
何
の
た
め
に
」「
何
に
つ

い
て
」
学
ぶ
の
か
を
理
解
し
、
関
心
や
意
欲

を
高
め
て
学
習
に
臨
み
、
友
達
と
の
意
見
交

流
を
通
し
て
課
題
解
決
に
取
り
組
む
こ
と
を

い
い
ま
す
。

　

ポ
イ
ン
ト
は
「
話
し
合
い
」
で
す
が
、
単

に
話
し
合
い
、
活
動
を
す
れ
ば
よ
い
の
で
は

11
月
17
日
～
24
日 

久
御
山
学
園
ウ
イ
ー
ク

　

久
御
山
学
園
ウ
イ
ー
ク
は
、
子
ど
も
た

ち
の
家
庭
で
の
学
習
習
慣
の
定
着
に
向
け

　

佐
山
小
学
校
で
は
、
意
欲
的
に
学
ぶ
児
童

を
育
て
る
た
め
に
〝
チ
ー
ム
佐
山
”
で
様
々

な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。
中
で
も
、

久
御
山
学
園
ウ
イ
ー
ク
で
は
、
家
庭
学
習
で

も
自
分
な
り
に
目
標
を
持
ち
、
計
画
的
に
取

り
組
め
る
よ
う
に
「
学
習
カ
ー
ド
」
を
作
成

し
て
い
ま
す
。

　

児
童
自
ら
が
考
え
、
や
り
切
り
、
そ
し
て

家
庭
や
学
校
で
評
価
す
る
こ
と
で
意
欲
に
つ

な
が
り
ま
し
た
。
２
学
期
以
降
も
以
前
作
成

し
た
「
家
庭
学
習
の
す
す
め
」
を
活
用
し
な

が
ら
、
家
庭
と
学
校
と
が
連
携
し
た
取
り
組

み
に
し
て
い
こ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

読
書
活
動
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
各

教
室
に
は
町
立
図
書
館
の
本
の
団
体
貸
し
出

し
を
受
け
、
学
級
文
庫
に
し
て
い
ま
す
。
学

級
文
庫
に
入
っ
た
本
に
つ
い
て
は
、
司
書
や

教
師
が
ブ
ッ
ク
ト
ー
ク(

本
の
紹
介)

を
し
て

い
ま
す
。

　

読
ん
だ
本
は
「
読
書
の
記
録
」
ノ
ー
ト
に

記
入
し
、
自
分
の
読
書
履
歴
を
振
り
返
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
昼
読
書

の
時
間
に
一
心
不
乱
に
本
を
読
ん
で
い
る
姿

を
目
に
す
る
こ
と
は
う
れ
し
い
も
の
で
す
。

　

今
後
も
、
子
ど
も
た
ち
の
「
聞
き
た
い
！

話
し
た
い
！
や
っ
て
み
た
い
！
」
を
、
引
き

出
せ
る
よ
う
に
、
環
境
を
整
え
、
工
夫
し
た

取
り
組
み
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

●
久
御
山
学
園
と
は
…
町
ぐ
る
み
で
子
ど
も
た
ち
を
育
て
る
組
織

●
久
御
山
学
園
で
育
て
た
い
力
…
言
語
力
・
自
己
指
導
能
力
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平
成
28
年
4
月
1
日
現
在
の
町
職
員
の
給
与
や
勤

務
条
件
の
あ
ら
ま
し
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

こ
こ
に
掲
載
し
た
給
与
な
ど
は
、す
べ
て
税
金
や
各

種
保
険
料
な
ど
を
差
し
引
く
前
の
金
額
で
あ
り
、手

取
り
額
で
あ
り
ま
せ
ん
。
な
お
、全
項
目
は
町
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
し
て
い
ま
す
。

問
合
せ
／
総
務
課

お
知
ら
せ
し
ま
す

町
職
員
の
給
与
・

勤
務
条
件

（1）職員人件費の状況（平成27年度一般会計決算額=見込=）

　人件費には、一般職に支払う給料、手当、特別職（町長、町議会議員など）に支払う給料、報
酬、手当のほか、共済費などの使用者に係る負担金も含まれています。 なお、嘱託員・臨時職員に
支払う賃金は、人件費には含まれていません。

住民基本台帳人口
平成28年3月31日現在

歳出総額
（Ａ） 実質収支額 人件費

（Ｂ）
人件費比率

（Ｂ）／（Ａ）
（参考）
26年度

16,320人 6,689,011千円 243,312千円 1,809,159千円 27.0%  27.7%

（2）職員給与費の内訳（平成27年度一般会計決算額=見込=）

　給与費は、一般職の職員の金額で、共済費、退職手当組合負担金は含まれていません。その他
の手当とは、扶養・地域・通勤・住居・管理職・特殊勤務・時間外勤務等の手当であり、職員全
員には支給されない手当も含んでいます。

区　分 給　料 期末・勤勉手当 その他の手当 計

決算額 713,275千円 275,953千円 186,412千円 1,175,640千円

割　合 60.7% 23.5% 15.8% 100%

1人当たり 3,213千円 1,243千円 840千円 5,296千円

（3）職員の平均給料月額、平均給与月額、平均年齢（平成28年4月現在）

　給料とは、扶養手当などの諸手当を含まないものです。給与は給料と諸手当の合計額です。

区　分
一般行政職 技能労務職

平均給料 平均給与 平均年齢 平均給料 平均給与 平均年齢

久御山町 303,066円 383,056円 40.8歳 304,356円 359,322円 45.7歳

国 331,816円 410,984円 43.6歳 287,447円 329,358円 50.4歳

（6）ラスパイレス指数
　 （各年度4月1日現在）

　ラスパイレス指数は、地
方公共団体の職員構成

（学歴別、経験年数別）
が国と同一であるとしたと
き、国の給料額を100とし
て求められる数値です。

年　度 26 27

指　数 98.3 98.7

（4）一般行政職の初任給（平成28年4月現在）

　初任給は、卒業後直ちに採用された場合の給料額です。

区　分
久御山町 国

初任給 2年経過後 初任給 2年経過後

大学卒 176,700円 188,600円 本町と同じ 本町と同じ

高校卒 144,600円 153,000円 〃 〃

（5）一般行政職の経験年数別給料（平成28年4月現在）
区　分 経験年数10年 経験年数15年 経験年数20年

大学卒 239,900円 298,300円 338,000円

高校卒 209,700円 239,900円 298,300円

（7）一般行政職の級別職員数の状況（平成28年4月現在。職員合計103人）

　本町の給与条例に基づく給料表の級別・役職別の職員数です。

30.0％

20.0％

10.0％

0.0％

11.6％

28.2％

7.8％
15.5％

18.4％
13.6％

4.9％

12人
主事補
1級

29人
主事
2級

8人
主査・主任
3級

16人
係長、総括主査・主任

4級

19人
課長補佐
5級

14人
課長
6級

5人
部長
7級
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（8）退職手当の状況（平成28年4月現在）

　本町の早期退職者募集制度は、勤続20年以上で、年齢50歳以上59歳以下の職員を対象とする制度です。退職手当には、退職
時の給料をもとに退職理由と勤続年数、基礎在職期間において職員が属していた職務の級によって支給額を算出します。1人当たり
平均支給額は、平成27年度中に退職した職員の平均支給額です。

区　分 勤続20年 勤続25年 勤続35年 最高限度額 その他の
加算措置

1人当たりの
平均支給額

平　均
勤続年数

久御山町
自 己 都 合 20.4450月分 29.1450月分 41.3250月分 49.5900月分 定年前早期退職

特別措置（1年に
つき3％加算）

1,550千円 8.5年
定 年・早 期 25.55625月分 34.5825月分 49.5900月分 49.5900月分 22,433千円 39.8年

国 自 己 都 合
定 年・早 期 本町と同じ 公表していない

（9）期末・勤勉手当（ボーナス）の支給割合（平成27年度）

区　分
久御山町 国

期末手当 勤勉手当 期末手当 勤勉手当

6月 1.225月分 0.75月分 本町と同じ 成績率
(150/100 ～ 0）12月 1.375月分 0.85月分 〃

合　計 2.60月分 1.60月分 〃

（10）  その他の手当の状況（地域、特殊勤務、時間外手当は平成27年度。
それ以外は平成28年4月現在）

区　分 内　容 支給実績 支給1人当たり
平均支給額

地域手当 給料及び扶養手当の月額の合計額に4％を乗
じた額。支給対象職員数は全職員（222人）。 29,811千円 134,284円／年

特　　殊
勤務手当

消防業務手当、塵芥収集手当など6
種類。支給職員の割合は18.5％。 14,292千円 348,585円／年

時 間 外
勤務手当

正規の勤務時間を超えて勤務した全
時間に対して規則で定める割合で支給 43,184千円 271,597円／年

扶養手当

扶養親族である配偶者 13,000円／月

配偶者以外の扶養親族　1人につき 6,500円／月

ただし、配偶者がいない場合、そのうち1人 11,000円／月

16歳から22歳までの子 5,000円加算／月

住居手当 借家に居住する職員に家賃額に応じて支給 最高27,000円／月

通勤手当
通勤距離が片道１㎞以上である職員に支給
・交通機関利用者…運賃相当額。限度額55,000円
・ 自動車等の利用者…通勤距離の応じて支給。2㎞未満3,000円。

2㎞以上3㎞未満は6,000円。3㎞以上は距離に応じて加算。

（12）部門別職員数の状況（各年4月1日現在）
職員数 対前年度

増　減平成27年度 平成28年度

一
般
行
政
部
門

議　会 3 3
総　務 36 33 ▲ 3
税　務 15 14 ▲ 1
民　生 47 53 6
衛　生 18 21 3
農林水産 5 5
商　工 4 3 ▲ 1
土　木 12 12
小　計 140 144 4

特
　
　
別

行
政
部
門

教　育 39 39
消　防 36 38 2
小　計 75 77 2

公
営
企
業
等

会
計
部
門

水　道 9 11 2
下水道 4 4
国保等 6 6
小　計 19 21 2

合　計 234 242 8

区　分

部　門

（11）特別職の報酬等の状況（平成28年度）
区　分 町　長 副町長 教育長

給料月額 800,000円 670,000円 625,000円

期末手当 6月　1.50月分　12月　1.65月分　計　3.15月分

区　分 議　長 副議長 議　員

報酬月額 375,000円 310,000円 280,000円

期末手当 6月　1.50月分　12月　1.65月分　計　3.15月分

育児休業 8人

部分休業 0人

（13）職員の勤務時間、休暇の状況

開始時刻 終了時刻 休憩時間

8：30 17：15 12：00 ～ 13：00

年間平均取得日数 7.5日

①勤務時間の状況
ア．１週間の勤務時間　　38時間45分
イ．基本的な勤務時間

ア．年次有給休暇
　1年に20日の年次有給休暇が付与されます。そ
の年に取得できなかった休暇日数がある場合は、
20日を限度として翌年まで繰り越すことができます。

②休暇の状況

イ．育児休業及び部分休業
　「地方公務員の育児休業等に関する法律」によ
り、3歳に満たない子を養育するために休業する育
児休業制度と、1日の勤務時間の一部について勤
務しないことができる部分休業制度があります。

職員の取得状況（平成27年）

平成27年度中に新たに取得した職員数

ア．年次有給休暇
　負傷または疾病のため療養する必要があり、そ

③病気休暇

の勤務しないことがやむを得ないと認められる場合に、90日の範囲内で必要と認めら
れる期間を取得することができます。

　職員の結婚や、分娩、忌引きなど個々の事由に該当する場合に、決められた期間を
特別休暇として取得することができます。

④特別休暇

　職員が配偶者や父母、子などを介護するため勤務しないことが相当であると認めら
れる場合、連続する6月の期間内で必要と認められる期間、取得することができます。

⑤介護休暇
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本
っ
て
い
い
ね
！
読
書
の
す
す
め

　

読
書
の
秋
。
お
気
に
入
り
の
一
冊
を
見

つ
け
て
み
ま
せ
ん
か
。
今
月
は
「
本
」
に

関
す
る
本
や
「
読
書
」
に
役
立
つ
お
す
す

め
の
本
を
紹
介
し
ま
す
。

　
　

お
・
す
・
す
・
め
・
本

き
み
に
贈
る
本

�

中
央
公
論
新
社

　

中
村
文
則
、
佐
川
光
晴
、
山
崎
ナ
オ
コ

ー
ラ
、
窪
美
澄
、
朝
井
リ
ョ
ウ
、
円
城
塔

ら
６
人
の
作
家
が
自
身
を
ふ
り
返
っ
て
綴

る
ユ
ニ
ー
ク
な
読
書
案
内
。

持
ち
歩
き
た
く
な
る
か
わ
い
い
！
自
分
で

作
る
ブ
ッ
ク
カ
バ
ー

�

玄
光
社

　

シ
ン
プ
ル
な
ブ
ッ
ク
カ
バ
ー
か
ら
リ
バ

ー
シ
ブ
ル
、
和
風
、
も
こ
も
こ
く
ま
ま
で

…
。
読
書
が
よ
り
楽
し
く
な
る
手
作
り
ブ

ッ
ク
カ
バ
ー
を
多
数
紹
介
。

今
す
ぐ
読
み
た
い
！
10
代
の
た
め
の
Ｙ
Ａ

ブ
ッ
ク
ガ
イ
ド
１
５
０
！�

（
児
童
書
）

金
原
瑞
人　

ひ
こ
・
田
中
／
監
修　

ポ
プ
ラ
社

　

作
家
、
書
店
員
、
図
書
館
司
書
な
ど
27

人
の
「
本
の
プ
ロ
」
が
、
10
代
に
ぜ
ひ
読

ん
で
も
ら
い
た
い
本
を
紹
介
。

ほ
ん
を
ひ
ら
い
て�

（
児
童
書
）

ト
ニ
・
モ
リ
ス
ン
＆
ス
レ
イ
ド
・
モ
リ
ス
ン
／
文

シ
ャ
ド
ラ
・
ス
ト
リ
ッ
ク
ラ
ン
ド
／
絵

ほ
る
ぷ
出
版

　

ほ
ら
、
ル
イ
ー
ズ
、
本
を
開
い
て
。
広

い
世
界
が
見
え
て
き
た
で
し
ょ
う
―
。
本

の
す
ば
ら
し
さ
を
伝
え
る
絵
本
。

今
月
の

  

テ
ー
マ

      

図
書

励み場
青山�文平／著　角川春樹事務所

　笹森信郎は国もとから江戸へ出
て勘定所下役になるが、真の武家
になる道のりは遠い。一方、妻の
智恵は己の血筋に思い悩み…。

みかづき� 森�絵都／著　集英社

　昭和36年、小学校で用務員を
する吾郎は子ども達の勉強もみる
若者。保護者の千明に才能を買わ
れ、共同で学習塾を開く。

ブーツをはいたキティのおはなし
ビアトリクス・ポター／さく
クェンティン・ブレイク／え

静山社

　家ではレディ、外では…?!�黒猫
キティの華麗なる冒険。ピーター
ラビットの作者が贈る幻の名作。

プーさんとであった日
リンジー・マティック／ぶん
ソフィー・ブラッコール／え

評論社

　世界一有名なあのクマは実在し
ていた?!戦争のためにカナダから
イギリスに渡った子グマと一人の
獣医師との真実の物語。

図 書 館図
TO
書
SHO 館

KA
NTO

SHO

KA
N

新着図書の紹介

●

す
で
日
館
休
は

   1 2 3 4 5

 6 7 8 9 10 11 12

13 14 15 16 17 18 19

20 21 22 23 24 25 26

27 28 29 30

4 5 6 7 8 9 10

日 月　　　火　　　水　　　木　　　金　　　土

11月の図書館スケジュール

〈開館時間〉
火〜金曜日：
午前 9時 30分〜

午後 7時
土・日・祝日：
午前 9時 30分〜

午後 5時

11
月
１
日
は「
古
典
の
日
」で
す

雑
誌
リ
サ
イ
ク
ル
フ
ェ
ア

　

図
書
館
で
は
、
町
民
文
化
祭
で
古

い
雑
誌
を
無
償
で
お
譲
り
す
る
「
雑

誌
リ
サ
イ
ク
ル
フ
ェ
ア
」
を
出
店
し

ま
す
。

　

日
時
／
11
月
６
日
㈰　

午
前
10
時

か
ら
（
雑
誌
が
な
く
な
り
次
第
終
了
）　

場
所
／
中
央
公
民
館
前
中
庭　

問
合

せ
／
図
書
館

読
書
週
間
特
別
展
示

　

11
月
９
日
㈬
ま
で
「
日
本
の
伝
統

芸
能
～
能
・
狂
言
・
歌
舞
伎
～
」
を

テ
ー
マ
に
特
別
展
示
中
で
す
。
ぜ
ひ
、

ご
覧
く
だ
さ

い
。

　

問
合
せ
／

図
書
館

税
に
関
す
る
小
学
生
の
絵
画
展

　

11
月
11
日
か
ら「
税
を
考
え
る
週

間
」
が
始
ま
り
ま
す
。
町
で
は
、
期

間
中
に
「
税
金
で
つ
く
ら
れ
て
い
る

も
の
」
を
テ
ー
マ
に
、
小
学
生
の
絵

画
展
を
行
い
ま
す
。
土
・
日
曜
日
も

ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

　

日
時
／
11
月
11
日
㈮
～
17
日
㈭
。�

土
・
日
曜
日
含
む
。
午
前
８
時
30
分

～
午
後
５
時　

場
所
／
役
場
庁
舎
１

階
ロ
ビ
ー　

※「
税
を
考
え
る
週
間
」

に
つ
い
て
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い　

問
合
せ
／
税

務
課

2016年読書週間
標語「いざ、読書」
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nformation

催
し

　

人
権
意
識
の
高
揚
を
図
る
た
め
、
研
修

会
を
行
い
ま
す
。
無
料
、
申
込
不
要
で
、

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

北
京
五
輪
シ
ン
ク
ロ
代
表
石
黒
由
美
子
さ
ん

講
演「
夢
を
あ
き
ら
め
な
い
」

�
�

人
権
啓
発
研
修
会

　

日
時
／
11
月
９
日
㈬　

午
後
２
時
～
３

時
45
分　

場
所
／
役
場
５
階
コ
ン
ベ
ン

シ
ョ
ン
ホ
ー
ル　

講
師
／
石
黒
由
美
子
さ

ん　

テ
ー
マ
／
夢
を
あ
き
ら
め
な
い　

問

合
せ
／
総
務
課

★
講
師
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

　

小
学
２
年
生
の
時
交
通
事
故
で
大
け
が

を
負
い
、
記
憶
喪
失
や
顔
面
ま
ひ
、
視
力

障
害
、
難
聴
な
ど
様
々
な
後
遺
症
に
苦
し

み
な
が
ら
も
、
憧
れ
の
シ
ン
ク
ロ
ナ
イ
ズ

ド
ス
イ
ミ
ン
グ
で
北
京
五
輪
に
出
場
を
果

た
す
。
現
在
は
奈
良
女
子
大
で
「
い
じ
め

問
題
」
を
テ
ー
マ
に
研
究
中
。

を
使
用
し
、「
海
・
森
・
お
茶

の
京
都
」
の
コ
ラ
ボ
レ
ー

シ
ョ
ン
を
実
現
し
ま
し
た
。

　

日
時
／
12
月
４
日
㈰�

コ
ー
ス
①
午
前
11
時
ク
ロ

ス
ピ
ア
集
合
、
11
時
15
分

昼
食
、
12
時
お
茶
席　

コ

ー
ス
②
午
前
11
時
45
分
ク
ロ
ス
ピ
ア
集
合
、

12
時
お
茶
席
、
12
時
45
分
昼
食　

定
員
／
先

着
20
人　

費
用
／
２
，０
０
０
円
（
当
日
徴

収
）　

申
込
・
問
合
せ
／
11
月
１
日
㈫
～
25

日
㈮
に
、
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号

・
コ
ー
ス
①
ま
た
は
②
を
明
記
し
て
、
Ｆ
Ａ

Ｘ
ま
た
は
メ
ー
ル
で
産
業
課
へ

秋
の
ア
ウ
ト
ド
ア
体
験

～
淀
川
三
川
・
秋
の
満
喫
プ
ラ
ン
～

　

淀
川
河
川
公
園
背
割
堤
地
区
で
は
、
平
成

29
年
３
月
オ
ー
プ
ン
予
定
の
三
川
合
流
域
拠

お
茶
と
お
菓
子
、
久
御
山
野
菜
で

お
・
も
・
て
・
な
・
し

　

敷
居
が
高
い
「
お
茶
事
」
を
少
し
ま
ね

て
、
久
御
山
産
の
味
覚
を
、
昼
食
と
お
菓
子

で
味
わ
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
献
立
に
使
用

す
る
お
米
・
野
菜
は
久
御
山
産
、
海
産
は
舞

鶴
港
水
揚
げ
、
木
製
食
器
は
京
都
の
北
山
杉

点
施
設
「
さ
く
ら
で
あ
い
館
」
の
開
園
に
向

け
た
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

　

地
元
野
菜
を
お
い
し
く
食
べ
る
「
食
」
を

テ
ー
マ
に
し
た
「
秋
の
満
喫
プ
ラ
ン
」
で
、

ダ
ッ
チ
オ
ー
ブ
ン
（
写
真
）
を
使
っ
た
豪
快

な
ア
ウ
ト
ド
ア
ク
ッ
キ
ン
グ
教
室
を
は
じ
め

多
彩
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
体
験
で
き
ま
す
。

　

日
時
／
11
月
12
日
㈯
、
13
日
㈰　

午
前
10

時
～
午
後
３
時　

場
所
／
淀
川
河
川
公
園
背

割
堤
地
区　

主
な
内
容
／
要
事
前
申
込=

①

ア
ウ
ト
ド
ア
ク
ッ
キ
ン

グ
教
室
②
野
草
教
室�

（
13
日
）
③
ス
ポ
ー
ツ

自
転
車
乗
り
方
講
習
会�

（
13
日
）
④
舟
と
歴
史

ハ
イ
ク
の
旅　

当
日
受

付=

①
電
動
ア
シ
ス
ト
自
転
車
の
安
全
な
乗

り
方
教
室
（
12
日
）
②
ス
ポ
ー
ツ
自
転
車
試

乗
会
③
ツ
リ
ー
イ
ン
グ
（
13
日
）
④
ス
ラ
ッ

ク
ラ
イ
ン　

※
参
加
費
な
ど
、
詳
し
く
は
三

川
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を　

申
込
／
11
月
６
日
㈰

ま
で
に
三
川
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://�

w
w
w
.yodogaw

a-park.jp/sansen/

）

の
申
込
み
フ
ォ
ー
ム
、
ま
た
は
メ
ー
ル
で
。

申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選　

問
合
せ
／
淀
川

河
川
公
園
管
理
セ
ン
タ
ー　

sew
arisc@

�
yodogaw

a-park.com

ク
ロ
ス
ピ
ア
で
会
社
（
求
人
）
説
明
会

　

町
で
は
、
町
商
工
会
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
宇

治
と
連
携
し
て
、「
求
人
を
希
望
す
る
事
業

所
」
と
「
働
き
た
い
人
」
と
を
マ
ッ
チ
ン
グ

す
る
会
社
説
明
会
（
求
人
説
明
会
）
を
、
毎

月
第
３
水
曜
日
に
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

11
月
の
参
加
事
業
所
は
、
㈱
大
京
塗
料
商

会
（
塗
料
卸
売
業
）、
フ
ジ
モ
ト
運
輸
（
一

般
貨
物
運
輸
業
）
ほ
か
１
社
で
す
。
詳
し
く

は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

日
時
／
11
月
16
日
㈬　

午
後
２
時
～
４

時
（
受
付
は
３
時
45
分
ま
で
）　

場
所
／
ク

ロ
ス
ピ
ア
く
み
や
ま
２
階　

問
合
せ
／
産
業

課
城
南
勤
労
者
福
祉
会
館
の
教
室
＆

城
南
地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー
講
座

　

対
象
／
府
内
在
住
ま
た
は
在
勤
の
人　

申

込
／
受
付
開
始
日
以
降
に
受
講
料
を
持
参
の

上
、
実
施
す
る
会
館
・
セ
ン
タ
ー
へ
（
電
話

・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
郵
送
不
可
）　

問
合
せ
／
府
立

城
南
勤
労
者
福
祉
会
館
・
城
南
地
域
職
業
訓

練
セ
ン
タ
ー
（
宇
治
市
伊
勢
田
町
新
中
ノ
荒

21
‐
８
）　

☎
０
７
７
４（
４
６
）０
６
８
８
、�

０
７
８
０

ダッチオーブンを使った野菜料理

■城南勤労者福祉会館の教室
講座名 受付開始日 期間（曜日） 開講時間 回数 募集定員 受講料等

キムチと
チヂミの
料理教室

11/ １
㈫～ 12/１㈭ 13：30～

16：30 １ 16 1,500円

親子クッキ
ング教室

11/17
㈭～ 12/17 ㈯ 10：00～

13：00 １ ８組 1,500円

■城南地域職業訓練センター講座　一般講座
講座名 受付開始日 期間（曜日） 開講時間 回数 募集定員 受講料等

日商簿記検定
３級合格力養
成講座

11/ １
㈫～

12/1～1/26
(火・木）

休講日あり
18：30～
21：00 13 20 20,000円

別途要教材費

このほかにも講座があります。お問い合わせください。

インフォメーション
nformation

まちの
耳寄
り情
報局
♪

201611November
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■追悼式送迎バス乗車場所・発車時刻
号車 発車時刻 場　　　所

１

11：50 下津屋バス停（東向き）
11：51 下津屋口バス停（東向き）
11：55 佐山バス停（東向き）
11：56 佐山東代（昭和シェル前）
11：57 久御山団地口バス停（東向き）
11：58 林バス停（東向き）
12：08 新成田バス停（西向き）
12：09 栄町バス停（西向き）
12：13 西栄町バス停（西向き）
12：14 久御山団地バス停ロータリー
12：16 佐山小学校東（洗い場前）
12：18 佐山小学校前（西向き）
12：22 市田（寿工芸前）
12：27 東一口橋南西（ローソン北側）
12：28 前川橋のってこタクシー停留所
12：29 排水機場前のってこタクシー停留所
12：30 西一口（スターゼン販売北西）
12：32 相島西（ヤマト運輸南東）

２

12：10 村東（サークルＫ前）
12：12 御牧（玉田神社南西）
12：14 坊之池（観音寺前）
12：16 中島のってこタクシー停留所
12：18 相島公会堂前
12：25 大橋辺公民館前
12：28 北川顔バス停（南向き）
12：30 藤和田バス停（南向き）

※�　１号車は町の「中型バス」、2号車は
町の「マイクロバス」で送迎します。

（有料広告）

被
爆
証
言
者
の
講
演
と

被
爆
ピ
ア
ノ
に
よ
る
コ
ン
サ
ー
ト

　

戦
争
で
尊
い
生
命
を
失
わ
れ
た
戦
没
者
を

追
悼
し
、
永
遠
の
平
和
へ
の
誓
い
を
新
た
に

す
る
た
め
、
戦
没
者
追
悼
式
を
行
い
ま
す
。

　

第
１
部
は
追
悼
式
典
を
、
第
２
部
で
は
被

爆
証
言
者
の
岡
田
恵
美
子
さ
ん
に
よ
る
講
演

と
、
被
爆
し
た
ピ
ア
ノ
に
よ
る
コ
ン
サ
ー
ト
を

行
い
ま
す
。
被
爆
ピ
ア
ノ
が
傷
だ
ら
け
の
姿

で
奏
で
る
平
和
の
音
色
を
お
聞
き
く
だ
さ
い
。

き
て
・
み
て
・
議
会

　

町
議
会
で
は
、
町
民
文
化
祭
に
あ
わ
せ

て
、
議
場
や
委
員
会
室
を
開
放
し
ま
す
。

　

議
員
が
案
内
し
ま
す
。
お
気
軽
に
お
越
し

く
だ
さ
い
。

　

日
時
／
11
月
５
日
㈯　

午
前
11
時
～
午
後

２
時　

場
所
／
議
会
棟　

問
合
せ
／
議
会
事

務
局ク

ロ
ス
ピ
ア
で
農
産
物
直
売
「
福
菜
市
」

　

山
城
地
域
の
障
害
者
就
労
支
援
事
業
所
等

が
合
同
で
、
野
菜
な
ど
の
直
売
会
「
福
菜

市
」
を
開
催
し
ま
す
。
障
害
の
あ
る
人
が
一

生
懸
命
育
て
た
新
鮮
な
野
菜
を
用
意
し
ま

す
。

　

日
時
／
11
月
12
日
㈯�

午
前
11
時
～
午
後
３
時　

※
毎
月
第
２
土
曜
日
に

開
催　

場
所
／
ク
ロ
ス
ピ
ア
く
み
や
ま　

販

売
品
／
季
節
の
野
菜
、
加
工
品
、
焼
き
菓
子

な
ど　

問
合
せ
／
京
都
府
山
城
北
保
健
所
福

祉
室
☎
０
７
７
４（
２
１
）２
１
９
３

こ
こ
ろ
の
サ
ロ
ン

　

町
で
は
、
家
に
引
き
こ
も
り
が
ち
で
心
の

健
康
に
不
安
の
あ
る
人
を
対
象
に
、
仲
間
と

交
流
し
な
が
ら
ゆ
っ
く
り
と
過
ご
し
て
い
た

だ
く
サ
ロ
ン
を
毎
月
開
い
て
い
ま
す
。
お
気

軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

日
時
／
11
月
11
日
㈮　

正
午
～
午
後
３
時　

場
所

／
中
央
公
民
館　

内
容
／

カ
ラ
オ
ケ
や
ゲ
ー
ム　

問
合
せ
／
住
民
福
祉

課
傾
聴
サ
ロ
ン
〝
こ
こ
ろ
〟
で
ス
ッ
キ
リ

　

傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
〝
こ
こ
ろ
〟
で
は
、

ほ
っ
と
ハ
ウ
ス
「
チ
エ
さ
ん
」
で
、
傾
聴
サ

ロ
ン
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

傾
聴
と
は
本
人
や
、
介
護
者
の
お
話
を
聴

か
せ
て
い
た
だ
く
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で
、

話
す
こ
と
で
気
持
ち
が
す
っ
き
り
す
る
「
こ

　

戦
没
者
の
ご
遺
族
だ
け
で
な
く
、
一
般
の

人
も
多
数
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

　

会
場
へ
は
、
左
表
の
と
お
り
臨
時
送
迎
バ

ス
（
中
型
バ
ス
等
）
を
運
行
し
ま
す
の
で
、

最
寄
り
の
バ
ス
停
か
ら
ご
乗
車
く
だ
さ
い
。

　

服
装
は
平
服
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

日
時
／
11
月
18
日
㈮�

午
後
１
時
～
４
時　

会
場
／
中
央
公
民
館　

問
合
せ
／
住
民
福
祉

課

戦
没
者
追
悼
式 

11
月
18
日
㈮　
●
ど
な
た
で
も
ご
来
場
い
た
だ
け
ま
す
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nformation

ス
キ
ッ
プ
広
場

　

保
育
所
の
遊
戯
室
や
園
庭
に
親
子
が
気
軽

に
集
ま
っ
て
、
一
緒
に
遊
び
な
が
ら
子
育
て

の
情
報
交
換
や
交
流
を
し
ま
す
。
校
区
に
関

係
な
く
、
ど
の
保
育
所
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

申
し
込
み
は
い
り
ま
せ
ん
。

　

日
時
／
11
月
８
日
㈫　

午
前
10
時
～
11
時

30
分　

場
所
／
御
牧
・
佐
山
・
宮
ノ
後
保
育

所　

内
容
／
園
庭
開
放　

対
象
／
町
内
在
住

の
乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者　

持
ち
物
／
着
替

え
・
水
筒　

問
合
せ
／
各
保
育
所

お
も
ち
ゃ
病
院
（
お
も
ち
ゃ
の
修
理
）

　

町
社
会
福
祉
協
議
会
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ

ル
ー
プ
「
お
も
ち
ゃ
病
院
」
で
は
、
子
ど
も

の
お
も
ち
ゃ
の
修
理
を
行
い
ま
す
。

　

日
時
／
11
月
12
日
㈯�

午
前
10
時
～
正

午
（
修
理
受
付
は
午
前
11
時
ま
で
）　

場
所

／
ゆ
う
ホ
ー
ル　

修
理
費
／
無
料
。
部
品
交

換
が
必
要
な
場
合
は
要
実
費　

申
込
／
予
約

不
要
。
当
日
修
理
会
場
へ
お
持
ち
く
だ
さ
い　

こ
ろ
の
援
助
活
動
」
で
す
。ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

日
時
／
毎
月
第
３
木
曜
日　

午
後
１
時
30

～
３
時
30
分　

場
所
／
ほ
っ
と
ハ
ウ
ス
「
チ

エ
さ
ん
」（
ゆ
う
ホ
ー
ル
角
の
信
号
交
差
点
を

北
へ
約
30
㍍
）　

対
象
／
65

歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し
の

人
、
高
齢
者
世
帯
、
介
護
し

て
い
る
人
な
ど　

申
込
・
問

合
せ
／
町
社
会
福
祉
協
議
会

終
い
支
度
セ
ミ
ナ
ー
「
遺
言
と
相
続
」

　

今
回
は
、「
遺
言
と
相
続
」
に
つ
い
て
の
セ

ミ
ナ
ー
を
行
い
ま
す
。

　

セ
ミ
ナ
ー
終
了
後
、
無
料
相
談
会
を
開
催

し
ま
す
の
で
、
希
望
者
は
セ
ミ
ナ
ー
参
加
申

込
と
一
緒
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

日
時
／
11
月
15
日
㈫　

午
後
１
時
30
分
～

３
時
30
分　

場
所
／
中
央
公
民
館
２
階
会
議

室　

講
師
／
は
あ
と
メ
ー
ル　

福
本
真
由
美

行
政
書
士　

申
込
・
問
合
せ
／
町
社
会
福
祉

協
議
会

そ
の
他
／
も
の
に
よ
り
修
理
で
き
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す
。
使
わ
な
く
な
っ
た
動
く
お
も

ち
ゃ
の
寄
附
を
お
受
け
し
て
い
ま
す　

問
合

せ
／
同
協
議
会

ひ
と
り
親
家
庭
バ
ス
ツ
ア
ー

　

町
母
子
寡
婦
（
さ
つ
き
）
会

で
は
、
町
内
の
ひ
と
り
親
家
庭

の
親
子
を
対
象
に
、
い
き
い
き

ふ
れ
あ
い
事
業
と
し
て
、
バ
ス

ツ
ア
ー
を
行
い
ま
す
。

　

日
時
／
11
月
27
日
㈰　

午
前
８
時
～
午
後

７
時
15
分　

場
所
／
福
井
県
海
洋
自
然
セ
ン

タ
ー　

費
用
／
親
２
，０
０
０
円
、
子
ど
も

５
０
０
円　

定
員
／
先
着
５
人　

申
込
・
問
合

せ
／
11
月
15
日
㈫
ま
で
に
子
育
て
支
援
課
へ

ひ
と
り
親
家
庭
を
応
援
す
る

子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り

　

ひ
と
り
親
家
庭
の
子
ど
も
や
親
が
気
軽
に

集
ま
れ
る
場
所
を
つ
く
っ
て
あ
そ
び
や
学

習
、
ご
飯
づ
く
り
な
ど
を
し
て
ひ
と
り
親
家

庭
の
応
援
を
し
ま
す
。
都
合
の
良
い
時
間
か

ら
の
出
席
で
も
結
構
で
す
。

　

日
程
／
左
表　

対
象
／
町
内
の
ひ
と
り
親

家
庭
の
小
学
生
と
そ
の
保
護
者　

定
員
／
10

人　

費
用
／
無
料
。
た
だ
し
夕
食
材
料
費

１
０
０
円　

申
込
・
問
合
せ
／
町
母
子
寡
婦�

（
さ
つ
き
）会　

南
る
り
江
さ
ん
☎
０
７
７
４�

（
４
５
）０
２
８
４
（
午
後
６
時
～
９
時
）

保
育
士
（
臨
時
職
員
）
募
集

　

町
で
は
、
臨
時
職
員
（
保
育
士
）
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

　

雇
用
期
間
／
随
時
～
平
成
29
年
３
月
31

日
（
雇
用
期
間
要
相
談
）　

応
募
資
格
／
18

歳
以
上
で
、
保
育
士
資
格
が
あ
る
人　

賃
金

／
時
給
１
，０
０
０
円　

勤
務
時
間
等
／
月

～
金
曜
日
（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
休
み
）　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時　

勤
務
場
所
／

御
牧
・
佐
山
・
宮
ノ
後
の
い
ず
れ
か
の
保
育

所　

募
集
人
員
／
各
保
育
所
若
干
名　

申
込

み
・
問
合
せ
／
履
歴
書
（
市
販
）
に
写
真
を

貼
付
の
う
え
、
い
ず
れ
か
の
保
育
所
へ

募
集

交
通
安
全
啓
発
ポ
ス
タ
ー
入
選
作
品 

町
民
文
化
祭
で
展
示

　

町
交
通
安
全
対
策
協
議
会
（
田
中
安
太

郎
会
長
）
で
は
、
夏
休
み
に
募
集
し
た
交

通
安
全
啓
発
ポ
ス
タ
ー
の
審
査
会
を
９
月

９
日
に
開
催
し
ま
し
た
。
応
募
作
品
数

３
２
０
点
の
中
か
ら
、
優
秀
賞
10
点
と
佳

作
20
点
を
選
び
ま
し
た
。

　

優
秀
賞
作
品
は
、
交
通
安
全
啓
発
バ
ー

■
佳
作

　

▽
御
牧
小
学
校
３
年
・
田
中
凪
、
大
岡

寿
羽
、
岩
崎
晃
成
、
４
年
・
山
田
麻
世
、

西
山
煌
聖
、
小
森
颯
良
、
斎
藤
大
貴　

▽

佐
山
小
学
校
３
年
・
田
中
永
人
、
山
田
想

太
、
４
年
・
荒
井
心
、
東
晴
丸
、
栗
田

遵
、
相
馬
千
夏
、
松
本
一
慶　

▽
東
角
小

学
校
３
年
・
藤
本
友
菜
、
林
冬
翔
、
藤
本

未
菜
、
南
川
心
優
、
４
年
・
鈴
木
蓮
人
、

西
村
琉
生�

問
合
せ
／
都
市
整
備
課

ス
デ
ー
カ
ー
ド
に
印
刷
し
、
70
歳
以
上
の
高

齢
者
に
贈
る
ほ
か
、
11
月
５
日
㈯
、
６
日
㈰

の
町
民
文
化
祭
で
展
示
し
ま
す
。
入
選
者
は

次
の
皆
さ
ん
で
す
。
敬
称
略
。

■
優
秀
賞

　

▽
御
牧
小
学
校
４
年
・
大
宮
理
心
、
岡
本

彩
冴
、
小
西
眞
那
美　

▽
佐
山
小
学
校
３
年

・
佐
野
幸
菜
、
達
谷
春
愛
、
山
田
紗
衣　

▽

東
角
小
学
校
３
年
・
岡
林
美
空
、
瀧
川
真
央

４
年
・
松
井
凰
希
、
田
中
香
帆

区分 水曜開催 金曜開催

月日

11月２日、
９日、16日、
23日、30日
12月７日、
14日、21日、
28日

11月４日、
11日、18日、
25日
12月２日、
９日、16日、
23日、30日

時間 午後４時30分～８時30分
場所 ほっとハウス「チエさん」

内容 遊び、学習サポート、
夕食づくり

ほっとハウス「チエさん」は、ゆ
うホール角の信号のある交差点を
北へ約 30㍍。



16まちの総合情報誌  広報  くみやま 平成28年11月1日

自
衛
官
候
補
生
な
ど
募
集

　

種
目
／
①
自
衛
官
候
補
生
（
男
子
）
②
陸

上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校
生
徒
（
推
薦
・
一

般
）　

対
象
／
①
18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
人

②
推
薦
：
男
子
で
中
卒
（
見
込
含
む
）
17
歳

未
満
の
成
績
優
秀
か
つ
生
徒
会
活
動
等
に
顕

著
な
実
績
を
修
め
、
学
校
長
が
推
薦
で
き
る

人　

一
般
：
男
子
で
中
卒
（
見
込
含
む
）
17

歳
未
満
の
人　

受
付
期
間
／
①
年
間
を
通
じ

て
受
付
②
推
薦
：
11
月
１
日
～
12
月
２
日�

一
般
：
11
月
１
日
～
平
成
29
年
１
月
６
日　

受
付
・
問
合
せ
／
宇
治
地
域
事
務
所
（
宇
治

市
広
野
町
西
裏
71-

５�

Ｓ
・
Ｃ�

Ｏ
Ｋ
Ｕ
Ｂ
Ｏ　

２
０
２
号
室
）
☎
０
７
７
４（
４
４
）７
１
３
９

く
み
や
ま
マ
ラ
ソ
ン

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
募
集

　

来
年
１
月
29
日
開
催
の
「
第
27
回
く
み
や

ま
マ
ラ
ソ
ン
」
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

大
会
運
営
の
「
カ
ナ
メ
」
と
し
て
、
走
路

監
察
・
給
水
・
会
場
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
選
手

を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
せ
ん
か
？　

お
手
伝
い
い

た
だ
け
る
人
は
、
電
話
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

連
絡
・
問
合
せ
／
く
み
や
ま
マ
ラ
ソ
ン
実

施
委
員
会
事
務
局
（
総
合
体
育
館
内
）
☎�

０
７
７
４（
４
４
）２
２
０
５

就
学
時
健
康
診
断

　

平
成
29
年
４
月
に
小
学
校
に
入
学
す
る
、

平
成
22
年
４
月
２
日
～
平
成
23
年
４
月
１
日

ま
で
に
生
ま
れ
た
児
童
を
対
象
に
、
就
学
時

健
康
診
断
を
行
い
ま
す
。
必
ず
受
診
し
て
く

だ
さ
い
。

　

健
康
診
断
の
通
知
書
が
ま
だ
届
い
て
い
な

い
場
合
は
、
学
校
教
育
課
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

■
日
程

　

御
牧
小
学
校　

11
月
15
日
㈫

　

佐
山
小
学
校　

11
月
18
日
㈮

　

東
角
小
学
校　

11
月
22
日
㈫

　
　
　

各
校
と
も
午
後
１
時
20
分
か
ら

社
会
保
険
料(

国
民
年
金
保
険
料)

控
除
証
明
書
が
送
付
さ
れ
ま
す

　

平
成
28
年
１
月
か
ら
12
月
末
日
ま
で
に
納

付
し
た
国
民
年
金
保
険
料
は
、
納
付
し
た
全

額
が
確
定
申
告
や
年
末
調
整
の
社
会
保
険
料

控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
ご
家
族

の
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
さ
れ
た
場
合

は
、
納
付
し
た
人
の
社
会
保
険
料
控
除
と
し

て
申
告
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

平
成
28
年
１
月
１
日
か
ら
９
月
30
日
ま
で

の
間
に
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
し
た
人

に
、「
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）
控

除
証
明
書
」（
ハ
ガ
キ
）
が
、
日
本
年
金
機
構

か
ら
11
月
上
旬
に
送
付
さ
れ
ま
す
。
10
月
１

日
か
ら
12
月
31
日
ま
で
の
間
に
、
初
め
て
保

険
料
を
納
付
し
た
人
に
つ
い
て
は
、
平
成
29

年
２
月
上
旬
に
送
付
さ
れ
ま
す
。

　

年
末
調
整
ま
た
は
確
定
申
告
の
手
続
き
の

際
に
は
、
こ
の
証
明
書
が
必
要
と
な
り
ま
す

の
で
、
大
切
に
保
管
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

　

問
合
せ
／
ね
ん
き
ん
加
入
者
ダ
イ
ヤ
ル
☎

０
５
７
０（
０
０
３
）０
０
４　

※
０
５
０
か
ら
始

ま
る
電
話
の
場
合
☎
０
３（
６
６
３
０
）２
５
２
５

農
業
者
年
金
で

よ
り
安
心
な
老
後
生
活
を

　

農
業
者
年
金
は
、
農
業
従

事
者
が
よ
り
安
心
し
て
老
後

生
活
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き

る
よ
う
、
国
民
年
金
に
上
乗

せ
し
た
公
的
な
年
金
制
度
で

す
。加
入
対
象
や
保
険
料
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

加
入
対
象
／
国
民
年
金
第
１
号
被
保
険

者
（
月
額
４
０
０
円
の
付
加
年
金
に
加
入
必

要
）
で
、
年
間
60
日
以
上
農
業
に
従
事
す
る

60
歳
未
満
の
人　

年
金
の
種
類
／
納
め
た
保

険
料
と
、
そ
の
運
用
益
に
よ
り
年
金
額
が
決

ま
る
積
立
方
式
（
確
定
拠
出
型
）
の
年
金　

保
険
料
／
月
額
２
万
円
～
６
万
７
千
円
（
千

円
単
位
）
の
間
で
、
保
険
料
は
自
分
で
決
め

る
こ
と
が
で
き
、
随
時
見
直
し
で
き
ま
す　

税
制
上
の
優
遇
措
置
／
支
払
っ
た
保
険
料

は
、
全
額
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
と
な
り
、

所
得
税
・
住
民
税
の
節
税
に
つ
な
が
り
ま
す　

年
金
の
受
給
／
年
金
は
原
則
65
歳
か
ら
生
涯

支
給
さ
れ
ま
す
。
仮
に
80
歳
前
に
亡
く
な
っ

た
場
合
、
80
歳
ま
で
に
受
け
取
れ
る
は
ず
で

あ
っ
た
年
金
に
相
当
す
る
額
が
、
死
亡
一
時

金
と
し
て
遺
族
に
支
給
さ
れ
ま
す　

問
合
せ

／
町
農
業
委
員
会
事
務
局
（
産
業
課
内
）

地
区
計
画
変
更（
案
）の
公
告
・
縦
覧

　

久
御
山
町
森
中
内
・
相
島
東
地
区
に
つ
い

て
、
都
市
計
画
法
に
基
づ
く
地
区
計
画
の
変

更
を
予
定
し
て
お
り
、
こ
の
地
区
計
画
の
案

を
次
の
と
お
り
公
告
・
縦
覧
し
ま
す
。

　

公
告
日
／
11
月
１
日
㈫　

縦
覧
及
び
意
見

書
提
出
期
間
／
11
月
１
日
㈫
～
11
月
15
日
㈫
。

閉
庁
日
を
除
く　

縦
覧
場
所
／
都
市
整
備
課　

問
合
せ
／
都
市
整
備
課

ゆ
う
ホ
ー
ル
住
民
福
祉
課 

窓
口
コ
ー
ナ
ー　

臨
時
休
業

　

業
務
シ
ス
テ
ム
の
機
器
更
新
作
業
の
た

め
、
11
月
26
日
㈯
・
27
日
㈰
の
２
日
間
、
ゆ

う
ホ
ー
ル
内
の
住
民
福
祉
課
窓
口
サ
ー
ビ
ス

コ
ー
ナ
ー
の
業
務
を
休
業
し
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
住
民
票
の
写
し
や
印
鑑
証
明

（有料広告）

お
し
ら
せ
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nformation

　

認
知
症
や
も
の
忘
れ
の
あ
る
人
、
知
的
や

精
神
障
害
の
あ
る
人
で
、
日
常
的
な
金
銭
管

理
や
通
帳
の
管
理
が
不
安
な
（
で
き
な
い
）

人
に
、
自
立
し
た
生
活
を
支
援
す
る
た
め
の

相
談
で
す
。
電
話
相
談
も
お
受
け
し
ま
す
。

　

日
時
／
11
月
10
日
㈭　

午
後
１
時
～
４
時　

場
所
／
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー

【
介
護
相
談
】（
町
社
会
福
祉
協
議
会
）

　

日
時
／
11
月
24
日
㈬　

午
後
１
時
～
４
時　

場
所
／
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー

書
な
ど
の
発
行
が
で
き
ま
せ
ん
。
ご
迷
惑
お

か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
・
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。�

問
合
せ
／
住
民
福
祉
課

里
親
に
な
り
ま
せ
ん
か

　

様
々
な
事
情
の
た
め
、
家
族
と
暮
ら
す
こ

と
の
で
き
な
く
な
っ
た
子
ど
も
を
、
自
分
の

家
庭
に
受
け
入
れ
、
温
か
く
愛
情
を
も
っ
て

育
て
て
い
た
だ
け
る
「
里
親
」
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

　

関
心
の
あ
る
人
は
、
南
部
家
庭
支
援
セ
ン

タ
ー
（
宇
治
児
童
相
談
所
内
）
☎
０
７
７
４�

（
４
４
）３
３
４
０
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

自
宅
で
口
座
振
替
の

登
録
が
で
き
ま
す

　

キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
が
あ
れ

ば
、
町
税
や
町
の
公
共
料
金
の

口
座
振
替
登
録
が
簡
単
に
で
き
ま
す
。

　

町
で
は
、
11
月
７
日
㈪
～
11
日
㈮
に
、
ご

希
望
に
よ
り
ご
自
宅
等
を
訪
問
し
、
口
座
振

替
の
手
続
き
を
す
る
「
ペ
イ
ジ
ー
口
座
振
替

受
付
サ
ー
ビ
ス
」
を
行
い
ま
す
。

　

対
象
税
・
料
金
等
／
左
表　

利
用
で
き
る

金
融
機
関
／
京
都
銀
行
、
京
都
中
央
信
用
金

庫
、
京
都
信
用
金
庫
、
ゆ
う
ち
ょ
銀
行　

申

込
／
11
月
１
日
㈫
、
２
日
㈬
、
４
日
㈮
の
午

前
９
時
～
12
時
、
午
後
１
時
～
５
時
に
電
話

で
左
上
表
の
申
込
・
問
合
せ
先
へ
。
訪
問
日

時
等
を
調
整
し
ま
す
。
な
お
、
役
場
各
課
の

窓
口
で
は
随
時
受
付
を
し
て
い
ま
す
。
キ
ャ

ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

【
行
政
・
人
権
擁
護
相
談
】

　

行
政
相
談
は
、
国
の
仕
事
に
つ
い
て
の
要

望
や
苦
情
の
相
談
、
人
権
擁
護
相
談
は
、
差

別
や
い
じ
め
な
ど
人
権
に
関
す
る
相
談
。

　

日
時
と
場
所
／
11
月
８
日
㈫�

午
前
10
時

～
午
後
３
時
。
役
場
１
階
相
談
室
１　

【
弁
護
士
無
料
法
律
相
談
】（
町
社
会
福
祉
協
議
会
）

　

町
内
在
住
ま
た
は
在
勤
者
を
対
象
と
し
た

弁
護
士
に
よ
る
無
料
相
談
。

　

日
時
／
11
月
17
日
㈭　

午
後
１
時
～
３
時

30
分
。
相
談
時
間
は
１
人
25
分
程
度　

場
所

／
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー　

申
込
／
11
月
２
日

㈬
か
ら
同
協
議
会
へ
。
先
着
６
人　

【
消
費
生
活
相
談
】

　

日
時
／
毎
週
水
曜
日
（
11
月
23
日
を
除

く
）　

午
前
10
時
～
午
後
４
時　

場
所
／
役

場
２
階
会
議
室
22

【
女
性
の
た
め
の
相
談
】

　

女
性
の
子
育
て
や
介
護
、
家
庭
の
問
題
、

仕
事
、
対
人
関
係
な
ど
の
相
談
。

　

日
時
／
11
月
８
日
㈫
、
22
日
㈫　

い
ず
れ

も
午
前
10
時
～
午
後
１
時　

申
込
／
面
接
・

電
話
相
談
と
も
前
日
ま
で
に
総
務
課
へ
。
定

員
に
満
た
な
い
場
合
は
当
日
も
受
け
付
け
。

【
す
こ
や
か
養
育
相
談
】

相
談

　

保
育
所
で
は
、
子
育
て
に
つ
い
て
の
色
々

な
ご
相
談
を
お
受
け
し
て
い
ま
す
。

　

日
時
／
11
月
17
日
㈭　

午
後
１
時
～
４
時　

場
所
／
御
牧
・
佐
山
・
宮
ノ
後
保
育
所　

※

電
話
で
の
相
談
は
毎
週
木
曜
日
の
午
前
11
時

～
午
後
４
時
ま
で
お
受
け
し
ま
す
。

【
教
育
相
談
】

　

町
内
在
住
の
幼
児
・
児
童
・
生
徒
や
保
護

者
を
対
象
に
、
教
育
や
子
育
て
に
つ
い
て
の

相
談
を
お
受
け
し
て
い
ま
す
。

　

日
時
／
毎
週
火
～
金
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）�

午
前
10
時
～
午
後
５
時　

場
所
／
教
育
相
談

室
（
ゆ
う
ホ
ー
ル
２
階
）　

※
電
話
で
教
育

相
談
室
へ
予
約
を
☎
０
７
７
４（
４
６
）５
６�

４
０

【
心
配
ご
と
相
談
】（
町
社
会
福
祉
協
議
会
）

　

日
時
／
11
月
10
日
㈭
、
24
日
㈭　

い
ず
れ

も
午
後
１
時
～
４
時　

場
所
／
地
域
福
祉
セ

ン
タ
ー

【
く
ら
し
と
仕
事
の
相
談
】

　

家
庭
の
事
情
や
失
業
等
で
困
っ
て
い
た

り
、
生
活
を
立
て
直
し
た
い
け
れ
ど
、
ど
う

し
た
ら
よ
い
か
分
か
ら
な
い
、
そ
ん
な
悩
み

に
、
相
談
支
援
員
が
解
決
の
お
手
伝
い
を
し

ま
す
。

　

日
時
／
11
月
４
日
㈮　

午
前
11
時
～
正

午
、
午
後
１
時
～
３
時　

場
所
／
役
場
１
階

相
談
室　

問
合
せ
／
京
都
府
山
城
北
保
健
所

綴
喜
分
室
☎
０
７
７
４（
６
３
）５
７
４
７

【
ふ
れ
あ
い
テ
レ
ホ
ン
相
談
】（
町
社
会
福
祉
協
議
会
）

　

電
話
に
よ
る
色
々
な
悩
み
ご
と
の
相
談
。

　

専
用
電
話
／
０
７
５（
６
３
１
）３
４
２
１　

相
談
時
間
／
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

【
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
援
助
事
業
に
関
す
る
相
談
】

（
町
社
会
福
祉
協
議
会
）

対象税・料金等 申込・問合せ先
町府民税、
固定資産税・都
市計画税、
軽自動車税

税務課

国民健康保険税 国保健康課
または税務課

介護保険料 住民福祉課
後期高齢者医療
保険料 国保健康課

上下水道料金 上下水道課
保育所保育料
幼稚園保育料 子育て支援課

（有料広告）

税金や保険料、保育料、上下水道料金はコンビニエンスストアで納付できます。
※　バーコードの印字がない納付書は使用できません。

秋の無料体験学習

11月16日（水）～11月30日（水）
♦栄教室
0774-43-5840
玉城　啓永

申し込み受付中です。上記教室までご連絡ください。

秋山　浩子
090-6751-8483
♦東教室
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週
末
の
星
空
観
察
会

　

日
時
／
11
月
５
日
㈯�

午
後
５
時
30
分
～

６
時
30
分
＝
月
と
秋
の
星
座
を
観
察
、
14
日

㈪�

午
後
５
時
30
分
～
６
時
30
分
＝
68
年
ぶ

り
の
大
き
く
見
え
る
満
月
（
ス
ー
パ
ー
ム
ー

ン
）
を
観
察
。
受
付
は
当
日
終
了
時
間
の
30

分
前
ま
で　

対
象
／
星
空
に
興
味
の
あ
る
人
。

小
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
。
雨
天
・
曇
天

は
中
止漢

字
出
直
し
塾

　

日
時
／
11
月
11
日
㈮
、
25
日
㈮　

午
前
10

時
～
11
時
30
分　

対
象
／
町
内
在
住
ま
た
は

在
勤
で
18
歳
以
上
の
人　

内
容
／
プ
リ
ン
ト

を
使
っ
た
自
習
形
式
で
、
小
学
校
で
習
う
漢

字
か
ら
も
う
一
度
学
び
直
し
ま
す　

定
員
／

30
人
。
申
込
不
要
。
当
日
、
直
接
会
場
へ　

費
用
／
１
０
０
円

小
学
生(
親
子)
科
学
教
室

　

日
時
／
11
月
13
日
㈰�
午

前
９
時
～
午
後
４
時　

対
象

／
町
内
在
住
の
小
学
生
と
そ

の
保
護
者
。
た
だ
し
１
～
２

年
生
は
保
護
者
同
伴　

内
容

／
京
都
市
青
少
年
科
学
セ
ン
タ
ー
の
「
青
少

年
の
た
め
の
科
学
の
祭
典
」
に
参
加　

定
員

／
20
人大

人
ビ
デ
オ
鑑
賞
教
室

　

日
時
／
11
月
16
日
㈬　

午
後
１
時
30
分
～

３
時
55
分　

対
象
／
町
内
在
住
ま
た
は
在
勤

で
18
歳
以
上
の
人　

内
容
／
映
画
「
片
目
の

ジ
ャ
ッ
ク
」
を
鑑
賞　

定
員
／
25
人
。
申
込

　

申
込
は
11
月
２
日
㈬　

午
前
９
時
か
ら
。

　
　
【
休
館
日
】�
毎
週
月
曜
日
。

【
申
込
と
費
用
】

　

各
教
室
の
参
加
申
込
は
、
来
館
ま
た
は
電

話
の
う
え
、
参
加
者
本
人
か
そ
の
保
護
者
な

ど
が
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
定
員
に
な
り
次

第
、
締
め
切
り
ま
す
。
費
用
は
11
月
８
日
㈫

ま
で
に
ゆ
う
ホ
ー
ル
窓
口
（
午
前
９
時
～
午

後
９
時
）
へ
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。
費
用
の

記
載
が
な
い
教
室
は
無
料
で
す
。

童
謡
を
楽
し
む
会

　

日
時
／
11
月
２
日
㈬
・
16

日
㈬　

午
前
10
時
～
11
時
30

分　

対
象
／
町
内
在
住
ま
た

は
在
勤
で
お
お
む
ね
50
歳
以

上
の
人　

内
容
／
先
生
の
ピ
ア
ノ
に
合
わ
せ

て
、
童
謡
な
ど
を
楽
し
く
歌
い
ま
す　

定
員

／
60
人
。
申
込
不
要
。
当
日
、
直
接
会
場
へ　

費
用
／
資
料
代
だ
け
必
要

 

漢
字
の
達
人
教
室
・

え
ん
ぴ
つ
書
き
方
道
場

　

日
時
／
11
月
５
日
㈯��

午
前
９
時
30
分
～

10
時
30
分　

対
象
／
町
内
在
住
の
小
学
２
年

生
以
上
（
大
人
の
参
加
可
）　

内
容
／
漢
字

学
習
と
書
写
教
室
を
同
時
並
行
開
催　

定
員

／
20
人

町
の
施
設

ふ
れ
あ
い
交
流
館

ゆ
う
ホ
ー
ル
の
催
し

不
要
。
当
日
、
直
接
会
場
へ

脳
若
返
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

日
時
／
11
月
17
日
㈭　

午
前
10
時
～
11
時

30
分　

対
象
／
町
内
在
住
の
お
お
む
ね
50
歳

以
上
の
人　

内
容
／
楽
し
い
学
習
プ
ロ
グ
ラ

ム
で
脳
の
若
返
り　

定
員
／
30
人
。
申
込
不

要
。
当
日
、
直
接
会
場
へ

植
物
画
を
描
く
教
室

　

日
時
／
11
月
19
日
㈯　

午
前

９
時
30
分
～
11
時
30
分　

対
象

／
町
内
在
住
の
小
学
生
以
上　

内
容
／
植
物
を
観
察
し
て
描
き

ま
す　

定
員
／
10
人

小
学
生
工
作
教
室

　

日
時
／
11
月
20
日
㈰�

①
午
前
９
時
～
正

午
②
午
後
２
時
～
５
時　

※
①
②
の
い
ず
れ

か
選
択　

対
象
／
町
内
在
住
の
小
学
生　

内

容
／
木
と
ビ
ー
玉
で
お
も
ち
ゃ
を
作
り
ま
す　

定
員
／
各
10
人　

費
用
／
３
０
０
円

　

小
・
中
学
生
の
た
め
の
囲
碁
教
室

　

日
時
／
11
月
27
日
㈰�

午

前
９
時
30
分
～
11
時
30
分　

対
象
／
町
内
在
住
の
小
・
中

学
生
と
保
護
者　

内
容
／
囲

碁
を
基
礎
か
ら
楽
し
く
学
び
ま
す　

定
員
／

20
人大

人
木
工
教
室

　

日
時
／
11
月
22
日
㈫�

午
前
９
時
30
分
～

午
後
４
時　

対
象
／
町
内
在
住
ま
た
は
在
勤

で
18
歳
以
上
の
人　

内
容
／
自
由
工
作
（
事

前
に
作
品
の
打
ち
合
わ
せ
あ
り
）　

定
員
／

６
人　

費
用
／
材
料
費

　

申
込
は
11
月
３
日
㈭　

午
前
９
時
か
ら
。

【
休
館
日
】
毎
週
水
曜
日

　
　
　
　

�

（
祝
日
の
場
合
は
開
館
）

 

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
機
器
使
用
講
習
会

＆
相
談
日

　

日
時
／
11
月
７
日
㈪
・

24
日
㈭=

午
後
７
時
～
７

時
40
分
、
11
月
13
日
㈰
・

20
日
㈰=

午
前
10
時
～
10

時
40
分
。
い
ず
れ
か
一
日
選
択　

対
象
／
12

歳
以
上
の
人
（
小
学
生
を
除
く
）　

内
容
／

体
育
館
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
機
器
の
使
用
方
法

な
ど
を
学
び
、
機
器
を
利
用
す
る
た
め
に
必

要
な
講
習
会
。
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
プ
ロ
グ
ラ
ム

な
ど
の
ア
ド
バ
イ
ス　

定
員
／
各
先
着
15
人　

費
用
／
５
０
０
円
（
講
習
会
受
講
済
で
相
談

だ
け
の
場
合
は
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
使

用
料
だ
け
必
要
）　

そ
の
他
／
顔
写
真�

（
2.5�

cm
×
２

�

cm
）
１
枚
必
要

体
育
館
開
放
ス
ポ
ー
ツ
デ
ー

　

日
時
／
①
11
月
12
日
㈯
②
26
日
㈯�

午
前

９
時
～
正
午　

対
象
／
町
内
在
住
ま
た
は
在

勤
、
在
学
の
人　

種
目
／
①
小
学
生
用
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、
バ

ド
ミ
ン
ト
ン
、
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
卓

球
、
輪
投
げ
な
ど
②
小
学
生
用
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
、
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
フ
ァ
ミ
リ

総
合
体
育
館
の
催
し



nformation

19 まちの総合情報誌  広報  くみやま 平成28年11月1日

ー
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、
バ
ウ
ン
ド
テ
ニ
ス
な
ど　

内
容
／
メ
イ
ン
ア
リ
ー
ナ
を
無
料
で
開
放
。

申
込
不
要
で
す

や
さ
し
い
健
康
体
操
教
室(

後
期)

　

日
時
／
12
月
20
日
㈫
、

１
月
19
日
㈭
、
２
月
14
日

㈫
、
３
月
21
日
㈫
の
４
回

コ
ー
ス　

午
前
９
時
30
分
～
10
時
30
分　

対

象
／
お
お
む
ね
50
歳
以
上
の
人　

内
容
／
誰

で
も
気
軽
に
始
め
ら
れ
る
優
し
い
体
操
。
小

さ
い
ボ
ー
ル
を
使
っ
た
ス
ト
レ
ッ
チ
な
ど
も　

講
師
／
本
田
宜
子
さ
ん　

定
員
／
先
着
30
人　

費
用
／
１
，４
０
０
円

ラ
ン
ニ
ン
グ
教
室
（
第
2
回
）

　

日
時
／
12
月
11
日
㈰　

午
前
10
時
～
11
時

30
分　

対
象
／
15
歳
以
上
の
人
（
中
学
生
を

除
く
）　

講
師
／
永
井

英
聡
さ
ん　

定
員
／

先
着
20
人　

費
用
／

１
回
３
５
０
円

【
年
末
年
始
の
体
育
施
設
休
館
日
】

　

総
合
体
育
館
及
び
屋
外
ス
ポ
ー
ツ
施
設

は
、
12
月
29
日
㈭
～
１
月
３
日
㈫
ま
で
休
館

と
な
り
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　

申
込
は
11
月
３
日
㈭　

午
前
９
時
か
ら
。

申
込
人
数
の
少
な
い
教
室
は
、
開
催
を
中

止
ま
た
は
延
期
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

【
休
館
日
】
毎
週
水
曜
日

中
央
公
民
館
の
催
し

年
賀
状
（
毛
筆
）
教
室

　

毛
筆
で
年
賀
状
の
書

き
方
を
学
び
ま
す
。

　

日
時
／
11
月
14
日

㈪
、
21
日
㈪
の
２
回
コ

ー
ス
。
午
前
10
時
～
11
時
30
分　

対
象
／
町

内
在
住
ま
た
は
在
勤
で
18
歳
以
上
の
人　

講

師
／
日
垣
翠
峰
さ
ん　

定
員
／
20
人　

費
用

／
５
０
０
円　

持
ち
物
／
書
道
道
具
一
式�

（
お
持
ち
で
な
い
場
合
は
貸
出
あ
り
）

大
人
チ
ャ
レ
ン
ジ
教
室

（
写
真
入
門
教
室
）

　

初
心
者
向
け
の
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
教
室
で

す
。
写
真
撮
影
の
基
本
を
学
び
ま
す
。

　

日
時
／
11
月
15
日
㈫　

午
前
10
時
～
正

午
。
本
教
室
は
来
年
３
月
ま
で
毎
月
第
３
火

曜
日
に
開
催
。
来
月
以
降
の
参
加
も
定
員
ま

で
受
け
付
け
ま
す　

対
象
／
町
内
在
住
ま
た

は
在
勤
で
18
歳
以
上
の
人　

講
師
／
写
真
サ

ー
ク
ル
「
久
写
御
」、
日
本
写
真
講
師
協
会�

曽
根
明
壽
美
さ
ん　

定
員
／
30
人　

費
用
／

１
０
０
円　

持
ち
物
／
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ�

（
携
帯
電
話
の
カ
メ
ラ
不
可
）

染
め
物
教
室

　

の
れ
ん
を
作
り
ま
す
。

　

日
時
／
11
月
29
日
㈫　

午
前
10
時
～
午
後

３
時　

対
象
／
町
内
在
住
ま
た
は

在
勤
で
18
歳
以
上
の
人　

講
師
／

一
寺
芙
紗
子
さ
ん　

定
員
／
15
人　

費
用
／
１
，８
０
０
円　

持
ち
物

／
裁
縫
道
具
、
エ
プ
ロ
ン
、
ゴ
ム

手
袋
、
昼
食

　

申
込
は
11
月
８
日
㈫
か
ら
参
加
者

　
　

本
人
が
同
苑
へ
。
電
話
可
。

　
　
【
休
苑
日
】�

毎
週
日
曜
日
、
祝
日
、

　
　
　
　
　
　

 

土
曜
日
の
午
後

写
真
教
室

　

日
時
と
内
容
／
11
月
24
日
㈭�

午
前
９
時
～
午
後
２
時
＝
宇
治

植
物
公
園
で
撮
影
実
技
、
30
日

㈬�

午
前
10
時
～
正
午
＝
荒
見

苑
で
講
義　

対
象
／
町
内
在
住
、
60
歳
以
上

で
２
日
と
も
参
加
で
き
る
人　

定
員
／
先
着

30
人　

費
用
／
１
，０
０
０
円
（
入
園
料

５
０
０
円
含
む
）

草
花
教
室

　

日
時
／
12
月
16
日
㈮　

①
午
前
10
時
～
11

時　

②
午
後
１
時
～
２
時　

内
容
／
寄
せ
植

え　

対
象
／
町
内
在
住
、
60
歳
以
上　

定
員

／
先
着
各
20
人　

費
用
／
１
，０
０
０
円

ク
リ
ス
マ
ス
の
集
い

　

日
時
／
12
月
13
日
㈫　

午
前
11
時
～
午
後

２
時
40
分　

内
容
／
津
軽
三
味
線
演
奏
、
ゲ

ー
ム
、
昼
食
、
お
や
つ
、
プ
レ
ゼ
ン
ト
な
ど　

対
象
／
町
内
在
住
、
60
歳
以
上　

定
員
／
先

着
90
人　

費
用
／
２
，０
０
０
円

【
休
館
日
】
毎
週
日
曜
日
（
第
２
日
曜
日

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

荒
見
苑
の
催
し

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

あ
い
あ
い
ホ
ー
ル
の
催
し

を
除
く
）、
月
曜
日
・
祝
日

離
乳
食
教
室

　

離
乳
食
の
進
め
方
を
学
び
ま
し
ょ
う
。

　

日
時
／
11
月
９
日
㈬　

午
前
10
時
～
11
時

30
分親

子
ひ
ろ
ば

　

日
時
／
11
月
11
日
㈮
、
25
日
㈮　

午
前
９

時
30
分
～
11
時
30
分　

場
所
／
地
域
福
祉
セ

ン
タ
ー
２
階
視
聴
覚
室

日
曜
開
館

　

日
時
／
11
月
13
日
㈰　

午
前

８
時
30
分
～
午
後
５
時
（
プ
レ

イ
ル
ー
ム
使
用
は
午
前
９
時
～

午
後
４
時
）

３
Ｂ
体
操

　

用
具
を
使
い
な
が
ら
親
子
で
体
を
動
か
し

ま
し
ょ
う
。

　

日
時
／
11
月
15
日
㈫　

午
前
10
時
30
分
～

11
時
30
分　

費
用
／
１
家
族
３
０
０
円　

申

込
／
11
月
８
日
㈫
ま
で

11
月
の
誕
生
会

　

11
月
生
ま
れ
の
お
友
だ
ち
を
お
祝
い
し
ま

し
ょ
う
。
写
真
入
り
の
カ
ー
ド
を
プ
レ
ゼ
ン

ト
し
ま
す
。
11
月
22
日
㈫
ま

で
に
来
館
の
上
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

　

日
時
／
11
月
24
日
㈭　

午

前
11
時
30
分
か
ら
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保健予防のコーナー

会場は、保健センターです（※はあいあいホール）母子健康手帳・健康手帳をお持ちの人は、
必ずご持参ください。� 問合せ／子育て支援課

１１月の母子保健
健診名など 日（曜） 受付時間 対　象 内　容

※乳幼児相談 10日㈭ 午前９時30分
�～10時30分 乳幼児 発達・育児・栄養などの相談

※子育て相談
（�あいあいホール
出張相談）

14日㈪
21日㈪
28日㈪

午前９時～
午後４時30分

おおむね中学校
卒業までの子ど
もの保護者

あいあいホールの休館日を利用し
て、保健師等が育児や発達に関す
る相談をお受けします

３～４か月児
健診 15日㈫ 午後１時20分

� ～1時40分
平成28年７月
生まれ

医師による健康診査、離乳・保育
・栄養などの指導、ブックスター
ト

10か月児健診 16日㈬ 午後１時20分
～１時50分

平成27年12月
生まれ

医師による健康診査、離乳・保育・
栄養などの指導

１歳８か月児
健診 18日㈮ 午後1時20分

� ～1時40分
平成27年２月
生まれ

医師、歯科医師による健康診査、
身体的・精神的な発達指導

３歳児健診 25日㈮ 午後１時20分
～２時

平成25年４月
生まれ

医師、歯科医師による健康診査、
身体的・精神的な発達指導

子育てや発達の 
相談 お気軽に

　子育て支援課では、子
育てや発達の相談を、電
話や窓口でお受けしてい
ます。相談スペース（写
真）には、おもちゃを置
いていますので、親子で
相談しやすくなりました。
　「これって、どこに相談
したらいいの？」など、
子どもに関する不安や悩
みがあれば、保健師等に
気軽にご相談ください。
　また、月３回、あいあ
いホールの休館日(月曜
日)を利用して、子育て
相談を行っています(日
程は上表)。
　対象は、おおむね中学
校卒業までのお子さんの
保護者です。
� 問合せ／子育て支援課

1歳8か月児健診（10月14日）で
見つけたかわいい笑顔です。

おもちゃのある相談室

の
し
て
ほ
し
い
こ
と
や
感
情
を
伝
え
る
た
め
に
は
不
自
由

し
な
く
な
っ
た
り
、
日
常
の
さ
さ
い
な
こ
と
や
、
見
慣
れ

て
い
る
は
ず
の
こ
と
に
も
「
ど
う
し
て
○
○
な
の
？
」
と

説
明
を
求
め
た
り
と
、
大
人
顔
負
け
な
姿
を
た
く
さ
ん
目

に
す
る
こ
と
が
増
え
る
で
し
ょ
う
。

　

こ
の
よ
う
に
、
手
先
の
器
用
さ
と
、
言
葉
や
認
識
の
一

般
化
・
複
雑
化
、
両
方
の
成
長
が
見
ら
れ
る
こ
と
に
よ

り
、
お
友
だ
ち
と
の
“
ご
っ
こ
遊
び
”
を
楽
し
ん
だ
り
、

パ
パ
や
マ
マ
が
や
っ
て
い
る
こ
と
と
同
じ
こ
と
を
し
よ
う

と
“
お
手
伝
い
”
を
し
て
み
よ
う
と
し
ま
す
。

　

手
首
や
指
先
の
細
か
い
動
き
が
可
能
で
、
ま
た
、
相
手

の
視
点
・
考
え
に
沿
っ
た
言
葉
の
使
い
方
が
、
子
ど
も
自

身
も
で
き
る
よ
う
に
な
る
か
ら
こ
そ
、
よ
り
リ
ア
ル
な
ご

っ
こ
遊
び
や
、
お
手
伝
い
へ
の
強
い
関
心
に
つ
な
が
る
と

い
え
ま
す
。

　

け
れ
ど
も
、
ま
だ
大
人
に
甘
え
た
い
姿
も
こ
の
時
期
に

は
見
ら
れ
ま
す
。
時
に
大
人
、
時
に
赤
ち
ゃ
ん
に
な
る
両

方
の
姿
を
受
け
止
め
た
い
も
の
で
す
。

�

問
合
せ
／
子
育
て
支
援
課

◆
手
の
力
・
器
用
さ

　

3
歳
の
お
誕
生
日
を
迎
え

る
頃
に
は
、「
○
○
描
こ
う
！
」

と
イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
て
お
絵

か
き
に
向
か
い
、
大
小
の
丸

を
組
み
合
わ
せ
て
顔
を
表
現

し
た
り
、
そ
の
顔
か
ら
直
接
、
手
や
足
の
出
る
絵
を
描
く

よ
う
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
は
さ
み
の
使
い
方
も
上
手

で
、
左
手
で
紙
を
持
ち
、
右
手
で
直
線
に
切
る
、
と
い
っ

た
よ
う
に
左
手
と
右
手
の
異
な
っ
た
運
動
を
組
み
合
わ
せ

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

こ
う
し
た
手
指
を
動
か
す
力
は
、
遊
び
を
よ
り
具
体
的

に
、
複
雑
に
、
表
現
す
る
た
め
の
も
の
だ
け
で
な
く
、
お

箸
の
使
用
や
衣
服
の
着
脱
な
ど
、
身
の
回
り
の
こ
と
が
自

分
で
で
き
る
よ
う
に
な
る
力
に
つ
な
が
る
と
も
い
え
ま
す
。

◆
言
葉
の
力
・
考
え
る
力

　
「
オ
ッ
チ
ン
す
る
」、「
ポ
イ
す
る
」
な
ど
の
赤
ち
ゃ
ん
言

葉
が
消
え
、「
座
る
」「
投
げ
る
」
な
ど
一
般
的
な
表
現
に
変

化
し
ま
す
。
ま
た
、
大
小
・
長
短
の
区
別
の
ほ
か
、
色

や
、
3
つ
く
ら
い
ま
で
の
数
が
理
解
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。
こ
れ
は
、
幾
つ
か
の
も
の
か
ら
共
通
点
を
見
つ

け
、
そ
れ
を
一
般
的
な
意
味
・
も
の
、
対
の
関
係
の
も
の

と
し
て
、
広
く
物
事
を
捉
え
る
こ
と
が
で
き
始
め
て
い
る

証
拠
で
、
こ
れ
ら
を
言
葉
に
結
び
付
け
て
表
現
で
き
る
よ

う
に
も
な
り
ま
す
。

　

言
葉
の
成
長
を
よ
り
一
層
感
じ
る
こ
と
が
で
き
、
自
分

PART
８

すくすく
子育て★

３歳児の成長ポイントを知ろう
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膠
原
病
で
お
悩
み
の
人
へ
の  

個
別
相
談  

　

膠こ
う
げ
ん原

病
で
お
悩
み
の
人
や
そ
の
疑
い
が
あ

る
人
、
家
族
を
対
象
に
、
国
立
病
院
機
構
宇

多
野
病
院
診
療
部
長
の
柳
田
英
寿
先
生
に
よ

る
個
別
相
談
が
行
わ
れ
ま
す
。
希
望
者
は
事

前
予
約
が
必
要
。
無
料
で
す
。

　

日
時
／
11
月
21
日
㈪　

午
後
1
時
～
3
時

30
分　

場
所
／
京
都
府
山
城
北
保
健
所(

宇

治
市
宇
治
若
森
７-

６
）　

定
員
／
先
着
6

人　

申
込
・
問
合
せ
／
11
月
７
日
㈪
か
ら
同

保
健
所
☎
０
７
７
４（
２
１
）２
９
１
１
へ

　

※
膠
原
病
と
は
、
免
疫
の
異
常
な
ど
で
皮
膚
、
関
節
、

筋
肉
、
血
管
な
ど
に
病
変
が
生
じ
る
病
気
。
例
え
ば
、
全

身
性
エ
リ
テ
マ
ト
ー
デ
ス
、
慢
性
関
節
リ
ウ
マ
チ
、
強
皮

症
、
多
発
性
筋
炎
な
ど
で
す
。

出
張
が
ん
個
別
相
談
会

　

が
ん
に
関
わ
る
様
々
な
相
談
を
お
受
け
す

る
窓
口
と
し
て
、
出
張
相
談
を
行
い
ま
す
。

　

日
時
／
11
月
8
日
㈫
、
12
月
13
日
㈫　

い

ず
れ
も
午
後
1
時
～
3
時
30
分　

場
所
／
京

都
府
山
城
北
保
健
所
（
山
城
広
域
振
興
局
宇

治
総
合
庁
舎
内
）　

相
談
員
／
京
都
府
が
ん
総

合
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
（
京
都
市
南
区
東
九

条
下
殿
田
町
43
メ
ル
ク
リ
オ
京
都
2
階
）
の

保
健
師
ま
た
は
看
護
師　

相
談
料
／
無
料　

申
込
／
実
施
日
前
日
の
午
後
4
時
ま
で
に
同

支
援
セ
ン
タ
ー
へ　

0
1
2
0（
０
７
８
）3�

９
４　

※
同
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
電
話
及

び
対
面
相
談
を
、
月
～
金
曜
日
（
祝
日
、
年

末
年
始
を
除
く
）
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

「
ゆ
る
体
操
」
で
コ
リ
や
冷
え
の

解
消
を   

教
室
開
催 

　

ゆ
る
体
操
ク
ラ
ブ
で
は
、
初
心
者
向
け
に

「
ゆ
る
体
操
教
室
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

ゆ
る
体
操
と
は
、
固
ま
っ
た
体
を
上
手
に

ゆ
る
め
、
血
液
や
体
液
の
循
環
を
良
く
す
る

こ
と
で
、
体
の
コ
リ
や
冷
え
を
解
消
し
、
深

い
呼
吸
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
体
操
で
す
。

簡
単
に
覚
え
ら
れ
、
特
別
な
道
具
を
使
わ
ず

に
体
一
つ
で
、
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

無
料
で
、
申
込
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

直
接
、
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

日
程
と
場
所
／
下
表　

講
師
／
ゆ
る
体
操

ク
ラ
ブ
の
会
員　

服
装
／
軽
装
で
運
動
し
や

す
い
も
の　

持
ち
物
／
バ
ス
タ
オ
ル
、
水
分

補
給
の
飲
み
物　

問
合
せ
／
国
保

健
康
課

　

福
祉
医
療
制
度
と
は
、
重
度
心
身
障
害
者
や

ひ
と
り
親
家
庭
の
人
が
、
病
院
で
治
療
を
受
け

た
と
き
に
支
払
う
医
療
費
の
自
己
負
担
分
を
全

額
公
費
で
負
担
す
る
制
度
で
す
。

■
重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
助
成
制
度

　

対
象
／
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人
。
①

身
体
障
害
者
手
帳
の
等
級
が
1
・
2
級
の
人
②

重
度
の
知
的
障
害
者
（
療
育
手
帳
の
判
定
が
Ａ
）

③
身
体
障
害
者
手
帳
の
等
級
が
３

級
で
中
度
の
知
的
障
害
者
（
療
育

手
帳
の
判
定
が
Ｂ
）　

申
請
／
健

康
保
険
証
・
障
害
の
程
度
を
証
明

す
る
も
の
（
身
体
障
害
者
手
帳
や

療
育
手
帳
な
ど
）・
印
鑑
を
持
参

の
う
え
、
国
保
健
康
課
へ

■
ひ
と
り
親
家
庭
医
療
費
助
成
制
度

　

対
象
／
次
の
す
べ
て
に
該
当
す

る
ひ
と
り
親
家
庭
の
親
と
子
が
対

象
。
①
ひ
と
り
親
家
庭
の
親
と
同

居
す
る
子
が
い
る
こ
と
。
若
し
く

は
親
の
い
な
い
子
が
い
る
こ
と
②

そ
の
子
が
18
歳
未
満
（
満
18
歳
に

達
す
る
日
以
後
最
初
の
3
月
31
日

ま
で
）
で
あ
る
こ
と
。
ま
た
は
18

歳
以
上
で
高
等
学
校
に
在
籍
中
で

あ
る
こ
と　

申
請
／
健
康
保
険
証

と
印
鑑
、
ひ
と
り
親
家
庭
で
あ
る

旨
確
認
で
き
る
も
の
（
児
童
扶
養

手
当
証
書
、
遺
族
基
礎
年
金
証
書
な
ど
）、
他

の
福
祉
医
療
を
受
給
し
て
い
る
人
は
そ
の
受
給

者
証
を
持
参
の
う
え
、
国
保
健
康
課
へ

　

※
い
ず
れ
の
制
度
も
所
得
制
限
が
あ
る
の

で
、
平
成
28
年
1
月
2
日
以
降
に
久
御
山
町
に

住
所
を
移
し
た
人
は
、
前
住
所
地
の
所
得
証
明

書
が
必
要
で
す　

問
合
せ
／
国
保
健
康
課

肺
が
ん
・
結
核
検
診

　

肺
が
ん
・
結
核

検
診
を
行
い
ま
す
。

職
場
な
ど
で
受
診

機
会
が
無
い
人
や
自
営
業
の
人
は
、
ぜ
ひ
受

診
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
７
月
に
す
で
に

受
診
し
て
い
る
人
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

対
象
／
受
診
時
に
満
40
歳
以
上
の
住

民
（
結
核
検
診
は
受
診
時
に
満
65
歳
以
上
）　

内
容
／
問
診
、
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
査
（
間

接
撮
影
。
結
核
検
診
は
肺
が
ん
検
診
の
レ
ン

ト
ゲ
ン
写
真
で
読
影
）、
た
ん
の
細
胞
診
（
必

要
な
人
だ
け
）　

費
用
／
無
料
（
た
ん
の
細

胞
診
は
容
器
代
3
0
0
円
。
免
除
制
度
あ
り
）　

受
診
方
法
／
予
約
不
要
。
会
場
で
直
接
受
診

し
て
く
だ
さ
い　

必
要
な
も
の
／
受
診

票
（
会
場
に
も
あ
り
ま
す
）、
健
康
手
帳
（
お

持
ち
の
人
）、
健
康
保
険
証
な
ど
本
人
確
認

が
で
き
る
も
の　

問
合
せ
／
国
保
健
康
課

医療費の自己負担分を公費負担
福祉医療制度

日　程 時　間 場　　所

11月29日㈫

午前９時～
正午

トップワー
ルド駐車場
（林）

午後１時30分
～３時

中央公民館
東側駐車場

11月30日㈬

午前９時～
正午

ゆうホール
駐車場

午後１時30分
～３時

クロスピア
くみやま駐
車場

日　程 場所と時間

11月12日
　　���26日
12月10日
平成29年
���１月28日
���２月11日
���　　25日
���３月11日
���　　25日

【荒見苑】
午前９時50分～
11時（※２月11日
を除く）

【ゆうホール】
午後１時30分～
２時30分

※いずれも土曜日です



平成28年９月15日から10月14日までの受付分（敬称略）

す
ま
い
ざ
ご
う
と
で
め
お

す
ま
い
ざ
ご
う
と
で
め
お

久御山中学校の合唱コンクールが10月６日、中央公民
館で行われ、美しいハーモニーを会場に響かせました。
コンクールは、クラス単位で曲目を決め、練習を重ねて

きたこん身の１曲を心を込めて歌い上げ、詰めかけた多
くの保護者らから盛んな拍手が送られていました。また、
最後は３年生全員の学年合唱で「あなたに会えて…」を迫
力あるハーモニーで披露、会場を魅了していました。
審査の結果１年１組、２年１組、３年１組が金賞を受賞

しました。

70歳以上の人の長寿をお祝いする町の「敬老会」が、９月
27日、中央公民館で行われ、約350人が参加しました。
第１部の式典では、信貴町長が「医療・介護・予防・生活

支援・住まいが一体となった包括的・継続的な支援体制を
構築してまいりたい」と式辞を述べた後、喜寿や米寿、金婚
などの出席者にお祝いの品が贈呈されました。第２部で
は、吉野悦世さんによる歌謡ショーや桂福團治さんの落語
などが行われ、参加者は多彩なアトラクションを楽しみま
した。

今年日本遺産に認定された「流れ橋と浜台の『浜茶』を味わ
うウオークイベントが９月29日に行われ、町内外から10人
が参加し、初秋の久御山路を探訪しました。
京阪淀駅を出発した一行は、大藤神社、光福寺、大池堤跡を

巡り中央公民館の遺跡展示室へ。説明の後、地元の茶葉を使
った水出し碾

てん

茶と茶だんごを味わい一息。この後、バスで浜
台の茶園と流れ橋を訪れ、お茶の歴史や流れ橋のいわれなど
の説明を受けながら、美しい景観に見入っていました。
町外からの参加者も「久御山のことを知ることができ、楽し

かった」と好評でした。

美しいハーモニー、会場を魅了　久御山中合唱コンクール

健康長寿をお祝い　敬老会

初秋の久御山路探訪　ウオークイベント

▲浜台の茶畑や流れ橋を望みながらウオークする参加者

◀︎�

３
年
生
全
員
の
学
年
合
唱

▶︎
信
貴
町
長
か
ら
お
祝
い
を
受
け
取
る
特
別
高
齢
者

地
区
名
　
夫
の
氏
名
・
妻
の
氏
名

野　

村	

山
地　
　

学
・
山
地　

良
子

佐　

山	

大
坪　

敬
哉
・
大
坪　
　

茜

地
区
名�

出
生
児�

父
・
母

西
一
口	

橋
本　

心こ
こ
な菜　

匠
平
・
早
紀

　

林　

	

高
橋
友ゆ

り

あ
莉
愛　
　

謙
・
千
晶

下
津
屋	

吉
岡　

俊と
し
や弥　

洋
一
・
か
お
る

　

栄	

扇
谷　

拓た
く
と杜　

　

篤
・
和
美

　

〃　

	

松
井　

建け
ん
す
け介　

哲
也
・
菜
美
子

生
誕
お

婚
結
ご

まちの話題！ア・レ・コ・レ
明るく楽しい話題がありましたら、総務課秘書広報係へ
ご連絡ください。
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わがやの

木村　朔
さくと

人・悠
はると

人ちゃん
（11か月・２歳）

仲良し兄弟。これからも兄弟仲良くす
くすく育ってね。

お
話
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
毎
日
に
ぎ
や

か
で
楽
し
い
よ
。

愛
犬
の
パ
グ
と
と
っ
て
も
仲
良
し
!
こ
れ
か

ら
も
お
互
い
ス
ク
ス
ク
成
長
し
て
ね
♡

廣
田
　
悠ゆ
う
と人

ち
ゃ
ん
（
２
歳
）

槻
　
克か

つ
き己

ち
ゃ
ん
（
２
歳
）

秋晴れの10月10日、中央公園野球場で町民運動会が行わ
れ、約2,500人が参加し、スポーツの秋を満喫しました。今
年は第50回の記念大会で、記念種目の「50m走」や「小学生
交流リレー」、自治会対抗の「綱引き」や「男女混合リレー」な
どが行われ、熱い戦いが繰り広げられました。
また、９月25日には、第37回佐山自治会運動会が佐山小

学校で行われ、親子連れなど約150人が参加して、スポーツ
やゲームを通じて親睦を深めました。

運動会でスポーツの秋満喫 ◀︎�

元
気
いっ
ぱ
い
玉
を
投
げ
る
子
ど
も
た
ち

（
佐
山
自
治
会
運
動
会)

台風一過のさわやかな秋晴れが広がった10月６日、佐
山小学校５年生が「稲刈り体験」を行いました。
校区の青少協農業体験専門委員の田をお借りし、同委

員の協力で社会科学習の一環として取り組んだもの。初
めに鎌の持ち方など稲刈りの手順について説明を聞いた
後、児童たちは指導を受けながら、黄金色に実った稲を次
々と刈り取っていきました。
稲は、今年５月末に児童たちが田植え体験で植えたも

ので、収穫の喜びと自然の恵みに感謝していました。

自然の恵み・収穫の喜びに感謝　佐山小稲刈り体験

▲青少協農業体験専門委員の指導で稲刈り体験する児童

▲力いっぱい綱を引く（町民運動会） ▲タイミングを合わせてジャンプ（町民運動会）

まちの話題！ア・レ・コ・レ
明るく楽しい話題がありましたら、総務課秘書広報係へ
ご連絡ください。
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し尿 くみもれの場合は、必ず収集口から確認のうえ、翌日（翌日が土曜日・日曜日・祝日の場合はその翌日）に、城南
衛生管理組合☎ 075(631)5171へ連絡してください。

11月22日�

藤和田、島田、東島田、東一口（国
道１号以東）、森（国道１号以東）、
森村東（国道１号以東）、野村、野
村村東、佐山、新開地、佐古、清水、
林、市田、田井、荒見、下津屋

11月１日�
11月24日�

大橋辺、北川顔、坊之池、森（国
道１号以西）、森村東（国道１号以
西）、西一口、中島、相島、東一口
（国道１号以西）

浄
化
槽
式
ト
イ
レ
は
、

水
質
検
査
が
必
要
で
す

　

浄
化
槽
式
の
水
洗
ト
イ
レ
を
ご
使
用

の
人
は
、浄
化
槽
の
正
常
な
機
能
を
保

つ
た
め
、保
守
点
検
と
清
掃
、水
質
検
査

が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

実
施
に
は
専
門
知
識
が
必
要
で
す
の

で
、次
の
と
お
り
業
者
に
委
託
し
て
く

だ
さ
い
。
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…
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年
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化
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…
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業
者
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掃
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生
管
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許
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を
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化
槽
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掃
業
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水
質
検
査
…
毎
年
１
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…
府
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す
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査
機
関
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）

京
都
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健
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０
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７
２
７
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浄
化
槽
の
管
理
者
が
変
更
し
た
と

き
、増
改
築
や
下
水
道
へ
の
接
続
な
ど

で
浄
化
槽
の
使
用
を
廃
止
す
る
と
き

は
、環
境
保
全
課
に
届
け
出
を
し
て
く

だ
さ
い
。
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せ
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境
保
全
課

省
エ
ネ
対
策
学
習
会

　

京
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ス
プ
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テ
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病
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射
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に
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犬
病
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だ
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病
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犬
病
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し
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■
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し
飼
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禁
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犬
の
放
し
飼
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で
す
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し
な
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よ
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に
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か
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飼
い
ま
し
ょ
う
。

■
散
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の
フ
ン
の
後
始
末

　

家
の
前
や
道
端
な
ど
の
フ
ン
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気

分
の
悪
い
も
の
で
す
。
犬
の
フ
ン

の
後
始
末
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、飼
い
主
の
責
任
で
す
。

回
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袋
や
ス
コ
ッ
プ
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ど
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忘
れ
ず
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っ
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散
歩
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け
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し
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う
。

�

問
合
せ
／
環
境
保
全
課

水
道
メ
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タ
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的
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を

　

水
道
メ
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タ
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に
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数
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家
庭
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使
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て
ん
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ら
油
の
回
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町
で
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第
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水
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日
に
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み
て
ん
ぷ
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油
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す
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公
会
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な
ど
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さ
れ

た
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回
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。
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使
用
済
み
て
ん
ぷ
ら
油
回
収
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書
か

れ
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ボ
リ（
写
真
）を
目
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。
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11月のごみ・し尿収集日環境保全のコーナー

燃やすごみ
月・木 佐古、新開地、佐山、籾池、双栗、市田、鈴間、田井、荒見、下津屋、

下津屋サンハイツ、島田、東島田、森、坊之池、野村、村東

火・金
松陽台、サンタウン佐山、佐山サンハイツ、栄1・2丁目、栄 3・4丁目、ハ
イツ西宇治、清水、林、西武西林、ミサワ林、大橋辺、北川顔、藤和田、
近協パレス、中島、西一口、東一口、相島、下津屋団地、東佐山団地、久
御山団地（17棟～29 棟前のごみ集積所）

水・金 久御山団地（3 棟～ 5 棟、7 棟、10 棟～14 棟、34 棟～ 41棟、43 棟～
44 棟前のごみ集積所）

燃やさないごみ
月 松陽台、サンタウン佐山、佐山サンハイツ、大橋辺、北川顔、藤和田、近協パレス、

中島、西一口、東一口、相島
火 佐古、新開地、佐山、籾池、双栗、市田、鈴間

水 東佐山団地、久御山団地

木 栄 1・2丁目、栄 3・4丁目、清水、ハイツ西宇治、林、西武西林、ミサワ林

金 田井、荒見、下津屋、下津屋サンハイツ、下津屋団地、島田、東島田、坊之池、
森、野村、村東

プラマーク製品
月 栄 1・2丁目、栄 3・4丁目、清水、ハイツ西宇治、林、西武西林、ミサワ林

火 島田、東島田、坊之池、森、野村、村東、田井、荒見、下津屋、下津屋団地、
下津屋サンハイツ

水 東佐山団地、久御山団地

木 松陽台、サンタウン佐山、佐山サンハイツ、大橋辺、北川顔、藤和田、近協パレス、
中島、西一口、東一口、相島

金 佐古、新開地、佐山、籾池、双栗、市田、鈴間

使用済み天ぷら油

9日（第 2 水曜日）

※�指定の場所に、油の入っていた
容器等に入れて出してください。
　なお、役場庁舎南側の塵芥収
集車車庫内に、平日の午前８時
30分～午後5時15分まで、回収
場所を常設しています。

リ
サ
イ
ク
ル
ご
み

ペットボトル・紙パック
��2日（第1水曜日）
16日（第3水曜日）
缶・ビン

��9日（第2水曜日）
23日（第4水曜日）

＊�ペットボトルのキャップとラベルは、
はずして「プラマーク製品」として
出してください。

10月1日現在  久御山町の人口  16,264人（男8,059人、女8,205人）　世帯数6,884

町公共機関電話番号等

課別ダイヤルイン等
総 務 課 ☎ 631-9991/45-3922

somu@town.kumiyama.lg.jp
075（632）1899

子育て支援課 ☎ 631-9904/45-3905
kosodate@town.kumiyama.lg.jp
075（632）5933

075（632）5933

税 務 課 ☎ 631-9926/45-3908
zeimu@town.kumiyama.lg.jp

環境保全課 ☎ 631-9917/45-3907
kankyo@town.kumiyama.lg.jp
075（631）6149

行財政課 ☎ 631-9992/45-3924
gyozai@town.kumiyama.lg.jp
075（632）1899

国保健康課 ☎ 631-9913/45-3906
kokuho@town.kumiyama.lg.jp
075（632）5933

住民福祉課 ☎ 631-9902/45-3902
jumin@town.kumiyama.lg.jp
075（632）5933

都市整備課 ☎ 631-9961/45-3912
toshi@town.kumiyama.lg.jp
075（631）6149

産 業 課 ☎ 631-9964/45-3914
sangyo@town.kumiyama.lg.jp
075（631）6149

議会事務局 ☎ 631-9996/45-0105
gikai@town.kumiyama.lg.jp
075（632）3000

075（631）6129

学校教育課 ☎ 631-9974/45-3917
gakkyo@town.kumiyama.lg.jp

消防本部 ☎ 631-1515
shobo@town.kumiyama.lg.jp
075（632）5382

上下水道課 ☎ 631-9987/45-3919
suido@town.kumiyama.lg.jp
0774（46）0086

会 計 課 ☎ 631-9932/45-3909
kaikei@town.kumiyama.lg.jp
075（632）1899

社会教育課 ☎ 631-9980/45-3918
shakyo@town.kumiyama.lg.jp
075（631）6129

図 書 館 ☎ 0774（45）0003
toshokan@town.kumiyama.lg.jp
0774（46）5690

久御山町役場（代表）　　　　☎ 075（631）6111/0774（45）0001　　075（632）1899

まちの駅クロスピアくみやま

健康センター いきいきホール

ふれあい交流館 ゆうホール

子育て支援センター あいあいホール

体育協会（総合体育館内）

総合体育館

老人福祉センター 荒見苑

社会福祉協議会

中央公民館

御牧保育所
佐山保育所
宮ノ後保育所
御牧幼稚園
佐山幼稚園
東角幼稚園

☎ 075（632）2300　　075（632）2001

☎ 0774（41）3466　　0774（44）1199

☎ 0774（44）2205　　0774（44）2203

☎ 0774（45）0002　　0774（46）5610

☎ 0774（41）2263　　0774（41）2283

☎ 0774（44）3700　　0774（44）2203

☎ 0774（44）3405　　0774（44）7801

☎ 075（631）0022　　075（632）3001

☎ 075（631）1000　　075（632）0031
☎・　 075（631）2475
☎・　 0774（43）2970
☎・　 0774（43）4906
☎・　 075（631）4531
☎・　 0774（43）8644
☎・　 0774（44）4966
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エネルギー　136キロカロリー／１人分
塩分　　　　0.2 グラム

　ごまの焼ける香ばしい香りで、少ない塩分でも
おいしくいただけます。
� 食生活改善推進員協議会「久味の会」

vol.214  鮭のゴマゴマ焼き

作り方

●材料（4人分）

ヘルシークッキング

生鮭�....................４切れ
塩�............................少々
水溶き小麦粉�.......適量
白ごま�............大さじ３
黒ごま�............大さじ２

フリルレタス�.......１枚
ズッキーニ�......... 1/2本
パプリカ（赤）�.... 1/2個
パプリカ（黄）�.... 1/2個

①�鮭は両面に軽く塩をふ
る。白ごまと黒ごまを
混ぜておく。ズッキー
ニは輪切り、パプリカ
はそれぞれくし型に切
っておく。フリルレタ
スは食べやすくちぎっ
ておく。

②�水溶きの小麦粉を「①」
の鮭につけ、「①」で合
わせたごまをまぶす。

③�フライパンで「②」の
鮭を焦げないように両
面焼く。同じフライパ
ンでズッキーニとパプ
リカを焼く。

④�「③」の鮭を皿に盛り、
フリルレタスとズッキ
ーニ、パプリカを色よ
く盛り付ける。

　これから年末年始や冬休みなど
の旅を計画するシーズンですが、
全国の消費生活センターに寄せら
れる、インターネットで予約した
旅行に関するトラブルが５年前の
約２倍に増加しています。
　中には、「旅行サイトから予約
確認メールが届いたにもかかわら
ず、現地に行ったら予約が取れて
いなかった」「一度しか予約して
いないのに代金を二重に請求され
た」など、消費者が予約時に注意
をするだけでは防ぎきれないトラ
ブルもみられます。また近年では、
海外事業者が運営する旅行サイト
に関して「顧客対応窓口の説明が
間違っていた」「日本語の顧客対応
窓口がない」などの相談が寄せら
れています。
　ほかにも、▼旅行サイトで海外

のホテルを予約したが、現地で予約
が取れていないと言われた▼予約中
「エラー」と表示されたため別の予
約をしたら、二重予約になってしま
った▼予約内容が、自分が選択した
内容と違っていた▼代金を支払った
が、航空券を受け取らないまま事業
者と連絡が取れなくなった▼半年後
の航空券を解約したいが、代金の50
％の解約料がかかる▼予約内容を訂
正したいが、日本語の顧客対応窓口
がない▼返金に関する顧客対応窓口
の説明が間違っていた　などの相談
が寄せられています。
　海外旅行サイトの場合、コミュニ
ケーションを取るのが難しかった
り、日本の法律などを用いた交渉が
難しいケースがあります。また、事業
者が倒産した場合、代金の全額払い
戻しを受けることが難しいという問

題があります。
【消費者へのアドバイス】
　▼契約前に旅行サイトの所在地
確認をする▼申込の前に、解約料
などの契約条件や予約内容をよく
確認する▼予約確認メールなどは、
旅行が終わるまで保管しておきま
しょう。
　万が一、トラブルに巻き込まれた
ら、一人で悩まず京都府消費生活安
全センター☎075（671）0004、京
都府山城広域振興局商工労働観光
室☎0774（21）2103へご相談くだ
さい。なお、毎週水曜日には、消費生
活相談員が
無料相談を
受けていま
す。詳しく
は役場産業
課へ。
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